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序 文

本市は、 昭和47年10月に市政を施行し、 「長岡町」から「長岡京市」と新しく生まれ変わり、

今 年で二十歳を迎えます。

当時、 古都京都と経済都市大阪の中間に立地している地理的背景から、 人日は急増し56, 000

人まで膨れ上がり、 町としては日本一 の人口を誇っていました。

市名は住民からの応募で決められましたが、 市名候補には、 市名となった「長岡京市」をは

じめ、 「乙訓市」「西京都市」「桓武長岡市」など147種類が寄せられました。 中には町の花

“きりしま” にちなんだ「きりしまつつじ市」、 乙訓名産の竹林やタケノコをうたった「竹岡

市」、 「緑市」などの珍名もありました。 選考の結果、 「歴史ある長岡の名を残したい」とい

う住民の強い願いと由緒ある長岡京の歴史的背景が命名の決め手となりました。

市名に冠した都城跡「長岡京」は、 当時、 向日市にある朝堂院や内裏などの都の中心部（宮

域） の一部しか発掘調査されておらず、 まだ「幻の都」と考えられていました。 昭和 50年代に

入り、 宮域に加え長岡京域まで調査が拡大され、 朱雀大路などの条坊遣構、 都人の住居跡など

が次々と発見され、 かなり完成された都であったことが明らかに なりました。 この結果、 今 日

では小学校の教科書にも「長岡京」の記事が載せられ、 「長岡京」の名は全国的に知られるよ

うになりました。

ここに刊行いたします報告書は、 平成 3 年度中に教育委員会が国庫補助事業として実施した

長岡京跡および海印寺跡に関する発掘調査の成果であります。 とくに長岡京跡では、 西二坊々

間小路や東ー 坊々間大路の側溝が確認されるなど貰重な成果が得られました。

これらの成果が本市の歴史を解明する上で貴重な資料となるとともに、 市民の歴史学習資料

として広く活用していただけることと期待しています。

最後になりましたが、 調査にあたり種々のご指導をいただいた諸先生方並びに関係機関、 ま

た、 発掘調査にご理解とご協力を賜りました土 地所有者の方々に、 紙面をお借りして厚くお礼

申し上げます。

平成 4 年 3月

長岡京市教育委員会

教育長 中小路 脩
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凡 例

1. 本冊は、 平成 3 年度に長岡京市教育委員会が国庫補助事業として実施した長岡京跡および

海印寺跡の発掘調査の概要報告である。

2 。 上記の調査地は付表1のとおりである。 その位岡は第 1図に示した。

3 .  長岡京跡の調査次数は、 長岡京跡左京、 長岡京跡右京ごとに通算したものである。 調査地

区名は、 高橋芙久二「長岡宮跡昭和 51年度発掘調査概要」（京都府教育委員会『埋蔵文化財

発掘調査概報(1977 )』昭和 52 年）による小字名をもとにした地区割に従った。

4 .  長岡京跡の条坊名は、 山中 章はか「第12 6図長岡京条坊図」（向日市教育委員会『向H

市埋蔵文化財調査報告書』第8 集 1982 年）による呼称に従った。

5 .  各調査報告の執筆者は、 各章のはじめに記した。

6 .  本書の編集は、 長岡京市教育委員会管理課文化財係中尾秀正が行った。

7 .  現地調査および本書作成に至るまでの整理 。 製図作業には、 下記の方々のご協力を得た。

また、 図面のトレ ー ス、 遺物写真撮影は、 財団法人長岡京市埋蔵文化財センタ ー 白川成明

氏、 写房楠華堂 楠本真紀子氏にそれぞれご協力を得た。

〔技術補佐員〕 坂根 瞬•花 村 潔

〔調査作業員〕 岩岸三郎・中村正雄 。 麻田安太郎•井本千代治•佐藤昭三 。 平木秋夫・高

瀬嘉一 郎•田頭道登

〔調査補助員・整理員〕 月本一武•橋田邦夫•佐藤隆広•船戸裕子•井上礼 子・久保直子・

調 査次数

海印寺跡
第 1次調査

長岡京跡
左京第275次調査

長岡京跡
右京第385次調査

久米佐知子•井上ユカリ・小畠絢子・鈴木芙美子・岩川絢子・田中智紀•田

中京子・三間千津・天白真理子 。 奥野久美子•太田芙枝子

付表1 本書報告調査一覧表

地 区 名 所在地 土地所有者 調査期間（現地） 調査面積 備 考

長岡京市 1991. 
7CKPME 西尾武之 394m' 

奥海印寺明神前32 7.1-8.3 

長岡京市 1991. 雲宮遺跡
7ANMST-6 伊辻克美 149m' 

神足芝本6 10.8-11 1 芝本遺跡

長岡京市 1991. 
7ANMSI-11 藤井博 一 214m' 開田遺跡

開田四丁目405-4 11.14-12.19 
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第1図 本書報告調査地位置図

長岡京条坊復原図 平城京型復原による

2000m 
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第1章 海印寺跡第1次(7CKPME地区）範囲確認調査概要

1 は じ め に

1 本報告は、 1991年7月 1 B -1991年8月3日まで、 長岡京市奥海印寺明神前32において実

施した海印寺跡第1次範囲確認調査に関するものである。 調査面積は394面である。

2 本調査地は平安時代前期の創建と伝えられる海印寺跡の推定寺域内に位置している。 現在

は子院である寂照院が残るのみであり、 海印寺については文献史料で明らかにされた以外は

これまで発掘調査や遺物の発見もないことから不明な点が多く残されている。 このため当地

における伽藍の有無を確認することを目的に第1次範囲確認調査として実施したものである。

3 本調査は長岡京市教育委員会を主体とする平成3 年度国庫補助事業であり、 現地調査は財

団法人長岡京市埋蔵文化財センタ ー 調査員原秀樹が担当した。

4 調査にあたっては、 土地所有者である西尾武之氏をはじめ、 寂照院、 近隣住民の方々に種々

のご協力を得た。 また、 現地調査にあたっては京都文教短期大学名誉教授中山修一氏よりご

指導を賜った。

5 調査後の遺物実測や図面整理は、 おもに船戸裕子、 田中智紀が行った。

6 本報告のうち、 付論については財団法人向日市埋蔵文化財センタ ー 中塚良氏に執筆を依頼

し、 その他の執筆と編集は原が行った。

第2図 発掘調査地位置図(1 /5000) 
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2 海印寺の歴史

2 海印寺の歴史と周辺の調査

海印寺は、 長岡京市の西部、 西山から南東方向に派生する段丘部に位置している。 現在は、

海印寺の子院である寂照院を残すのみであるが、 海印寺縁起（写）によると、 嵯峨天皇の御願

所として僧道雄が 9泄紀半ばに創建した寺とされる。 道雄は、 入滅直前の嘉祥4 年 (8 51) の

太政官符に収められた上表文の中で、 十の堂舎を建立したこと、 海印寺は朝廷が直接管理する

定額寺とすることなどを願い出ており、 程なくこれが認められている。 しかし、 平安時代後期

には朝廷の衰退にともない摂関家の祈韓所として寄進され、 文永2 年 (1265) には荒廃した海

印寺の再興を告げる後嵯峨上皇の院宣が発せられたが、 中憔には寺勢はさらに衰える一方であっ

たことが知られる。 中世の寂照院については、 本市指定文化財である山門の仁王像呼形の胎内

に納められた康永3 年 (1344) 10月8日の年紀をもつ「寂照院仁王像造立結緑交名および紙背

御成敗式目写本」がある。 この結縁交名には、 現在の大字単位の村名と、 姓名をもつもの ・ 僧 ・

尼僧 ・ 商工業者・旅人 ・ 「殿」身分の人などが記されており、 14世紀中頃の西岡（乙訓）地方

の村の様子や信仰の状況をうかがうことができる賞重な史料である。 またこの結緑交名は、 御

成敗式目（貞永式目）の古い写本の裏に書かれたものであり、 第 1 条から第18 条の一部までが

残っている。 戦国期では、 山科言継のH記『言継卿記』永禄11年 (1568) 9月27 B の条に、 織

田信長が足利義昭を擁して西岡地方に進出した際に当寺に宿したことが記されている。 なお寂

照院の名称は、 同H記に登場するのが初見といわれる。

寂照院に伝わる彫刻、 工芸品、 古文書、 建造物については、 前述の結縁交名が本市の文化財

に指定されたのを機に「寂照院総合調査報告書」（『長岡京市報告書』第16冊1985年）とし

て刊行されている。

海印寺の寺域についてはこれまでのところ字名から推定されるのみであるが、 当地の字名で

ある「明神前」をはじめ「大見坊」、 「奥ノ院」などの小字名は、 寂照院とその背後に位置す

る式内社の走田神社に由来するものと考えられる。 中でも「大見坊」と「明神前」は、 湯谷川

第3図 寂照院仁王門（南から） 第4図 調査前全景（南西から）
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第6図 検出遺構図(1 /200) 

をはさんで背後の丘陵地から南東方向に延びる段丘部に位置しており、 周辺では最も高い標高

を有する。 集落跡についても、• 寺の前面に「多貝垣外」、 「北垣外」、 「南垣外」、 「西垣外」

などの小字名が残っており注目される（第 5 図）。

本調査地は旧都長岡京の外に位罹しているが、 既に周辺では旧石器時代、 縄文時代、 古墳時
(1) 

代、 飛烏時代、 奈良時代、 鎌倉時代、 江戸時代の各遺構。遺物が確認された奥海印寺遺跡と、
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(2) (3) 

中憔城館である海印寺城跡が知られるとともに、 北側の丘陵地には走田古墳群、 稲荷山古墳群

などの後期群集墳が点在している。 また、 寂照院境内に置かれている家形石棺の棺材について

は走田古墳群から掘り出されたものと推定される。 この他、 寂照院の北約400mの丘陵斜面に

は平安時代前期の奥海印寺窯跡がある。 本瓦窯の軒瓦は京都市伏見区の貞観寺推定寺域内から

出土しているが、 海印寺所用の軒瓦についてはこれまでのところ採集されたものがないことか

ら明らかでない。

3 検 出 遺 構

本調査地は、 長岡京市の四方を流れる小泉川 の支流、 湯谷川 の左岸段丘部に位置する。 当地

の標高は約63mである。 今回の調査は、 海印寺跡の推定寺域内における初めての発掘調査であ

り、 これまで明らかでなかった伽藍や軒瓦などの遺物が確認されるものと期待された。

調査は、 土置き場の関係から東側と西側に分けて全面発掘を行った。 掘削は草刈りのあと重

機を用いて表土や薮土などの除去を行い、 調査後埋め戻して旧状に復した。 遺構は礫を多く合

む面から検出したが、 調査地の約 3割は建物解体時の撹乱堀で破壊されていた（第 6 図）。

遺構は、 主に江戸時代の落ち込みと井戸、 古墳時代後期の土器溜りと柱穴を検出するととも

に、 これらの遺構の基盤となる礫を多く合む土石流堆積層から口緑部と底部片を含む縄文土器

を確認している。

江戸時代の遺構は、 調査地北端で検出した落ち込みS X03·05と井戸S E04がある。 いずれ

も調査地境界に接するため全容は不明であるが、 さらに北側へと続いている。 井戸は崩落の危

険があるため底まで掘れなかった。 陶磁器や瓦が少量出土している。 土堀S KOl·02·06につ

いては、 埋土が薮土に類似する黄褐色砂質土であることから近世以後に掘られたものと考えら

れる。

古墳時代後期の遺構は、 土器溜りS X07·08 (網かけ部分）と柱穴がある。 大部分の遺物は

この土器溜りから出土したものである。

土器溜りS X07 凹凸のある礫上面で検出した不定形なくぼみである。 深さ約O.lmの黒褐

色礫混じり土から士師器、 須恵器、 製塩土器が出土しており、 この中には脚部を欠く土師器高

杯の杯部を伏せて上下に重ねたものも出土している（図版2 - 4)。 重複する柱穴Pl·P2·

P5は黒褐色礫混じり土を掘り込んでいる。

土器溜りS X 08 S X07に類似した埋土であり、 深さ約O.lmを測る。 土師器、 須恵器が出

土している。 柱穴P6·P7は埋土を掘り下げた礫上面から検出しており、 P6からは土師器 高杯

の杯部が出土した（図版2 - 5)。
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第7図 出土遺物実測図(1 / 4 )  

4 出 土 遺物

今回の調査で出土した遺物は、 土器溜りS X07と s xos 、 柱穴、 落ち込みS X03、 井戸S E

04などからのものである（第 7 -9 図）。 出土量は整理コンテナに 3箱あり、 このうちの 2箱

は瓦類である。

柱穴P4出土遺物 土師臨皿 ( 1·2 ) と備前焼揺鉢(3)がある。 1·2 は日径8cm前後の

小皿。 3 は小片であるが内面にすり目が 7 本確認される。

柱穴p 6出土遺物 土師器高坪(13)がある。 柱穴内から坪部を上向きにして出土した。 日

緑部は横ナデしており、 日緑端部内面は内傾する。 内面はナデ、 外面に指頭痕が残る。 脚部を

欠いており、 坪部の接合面には棒を挿入したと考えられる径0.8cm前後の 孔と、 ひねりを加え

た痕跡が残る。

土器溜りS X07出土遺物 土師器の高坪脚部(10)と坪部(11·12)、 製塩土器(8·9)がある。

11は、 摩滅しており調整不明。 日緑端部内面は内傾する。 12は日縁端部内面に沈線を有する。

調整は13と同じである。 11と12はいずれも脚部を欠いており、 口緑部を伏せて上下に重ねた状

態で出土した。 10は、 脚部内面に 刷け目と成形時のしばり目をとどめる。 8。9 は、 体部外面

に平行叩きを施す。 底部外面と内面はナデをおこなう。

土器溜りS XOB出土遺物 須恵器の杯(4) • 蓋(5) • 高杯(6)と、 土師器の高杯脚部(7)がある。

4 は、 浅くて平たい底部に粗いヘラ削りを施す。 色調は淡灰色を呈する。 5 は、 口緑端部外面

に斜方向の 刷け目状の条線を施しており、 体部には浅い凹みを有する。 色調は青灰色を星する。
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8 出土遺物
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6 は、 脚部に 長方形の 3 方透か しをあけている。 焼成は軟質、 色調は淡青灰色を呈する。 7 は、

脚部内面の しぼり目が顕著である。

土石流堆積層出土遣物 礫層の上面から縄文時代後期前葉 に 比定される土器の日緑部 (14)と
(4) 

底部 (15)が出土 し た。 北 白 川 上層II 式 にあたる。

落 ち 込みS X03 、 井戸S E04出土遺物 巴文軒丸瓦 (16 -19)、 軒平瓦 (20·21) 、 平瓦 (22)、

丸瓦 (23-27) 、 棧瓦などの他、 京焼系陶器の丸碗や瀬戸焼の茶碗などがある。 このうち大部
( 5 )  

分は丸瓦であり、 瓦当文様が残存するものは極めて少ない。 これらの瓦類は、 調査地北側の江

戸時代の落ち込みS X03と井戸S E04から出土 し ており、 周辺が整地された際に投棄されたも

のと考えられる。 16は内区に左巻き巴文を、 外区に珠文を配する。 巴は 2 本の尾部がわずかに

残る。 瓦当面に は離れ砂を使用 し ており、 丸瓦の接合面に刻み目をいれる。 瓦当裏面の接合部

分には、 上下に粘土を足 し 、 周緑に沿ってナデをおこなう。 丸瓦凸面は縦方向のヘラ ナデ調整、

凹面は前端部と両側緑部をヘラ ケ ズ リ 調整 し ており、 前端部の形は舌状 に 丸くなる。 凹面に は

横方向のコ ビ キ 痕跡（コ ビ キ B ) をとどめる。 瓦当は直径約14cm、 全長22 . 8cmである。 胎土は

淡灰色で砂粒を合み、 色調は内外面とも暗灰色から灰色を呈する。 焼成は堅緻。 17は、 右巻き

三 巴文。 丸瓦との接合面で剥離する。 巴は各尾部が接 し ており、 頭部も円形で大きい。 瓦当は

直径10 . 3cmである。 胎土は砂粒を合み、 色調は内外面とも淡灰色を呈する。 焼成は軟質。 18は、

内区が剥離 し ており文様は不明瞭であるが左巻き巴文と考えられる。 外区に珠文を配する。 丸

瓦との接合面で剥がれる。 胎土は灰色で徴砂粒を含む。 色調灰色、 焼成堅緻。 19は、 左巻き巴

文。 胎土に砂粒を多く含む。 色調は灰褐色、 焼成は軟質。 20·21は、 内区左側をわずか に 残す

のみであるが、 文様は唐草文であろう。 瓦当は平瓦凸面に粘土を張り付けている。 平瓦はすべ

て破片で全形のわかるものはない。 22は、 両面とも横方向 に ナデをおこなう。 端部はヘ ラ ケ ズ

リ の後ナデ調整する。 色調は凹面と側面、 凸面の一部が灰色、 他は暗灰色を呈する。 焼成は堅

緻。 丸瓦は23·24が前端部のみ、 25 -27は玉緑が残存する。 凸面の調整は、 いずれも縦方向の

ヘ ラ ナデ調整であるが、 26は縄目叩きの後ヘラ ナデをおこなう。 凹面は、 前端部と両側縁部を

ヘ ラ ケ ズ リ 調整する。 丸瓦凹面は、 23·25·26 に 布目と斜方向のコ ビ キ 痕跡（コ ビ キ A ) があ

り、 24は横方向のコ ビ キ 痕跡（コ ビ キ B ) のみみられ、 27に は横方向のコ ビ キ 痕跡（コ ビ キ B )

と輻 1cm前後のタ タ キ 板痕がみられる。 このうち25·26は玉緑部凹面に も布目があり、 25 に は

丸瓦凹面 に 布袋痕、 筒部に 釘穴を有する。 丸瓦は全長がわかるものはないが、 27は筒部長21.6

cmである。 胎土は淡灰色で砂粒を合み、 色調は内外面ともに暗灰色を呈するもの (25 -27) と、

部分的 に 淡灰色から暗灰色を呈するもの (23·24) がある。 焼成は、 24が軟質。 他のものは堅

緻。



1 0  ま と め

5 ま と め

今 回 の 調査で は 、 海 印 寺跡 に 関連す る 遣構 は 明確で な か っ た が、 縄文時代後期 、 古墳時代後

期、 戦国期か ら 江戸時代 に か け て の遺構 ・ 遺物 を 確認す る こ と がで き た 。 中 で も 、 土石流堆積

層 か ら 縄文時代後期前葉 の 土 器 片 が 出 土 し た こ と は、 土石流堆積 の 下 限年代 を 示す も の と し て

特箪 さ れ る 。 こ れ ら の縄文土器 は土石流 の 発 生 に よ っ て 下方 に流 さ れた と 考 え ら れ る こ と か ら 、

上流域 に は 集落跡が存在 し た 可能性が あ る 。 な お 今回 の 調査 に 関 す る 地形学的 な分析 ・ 検討 に

つ い て は 、 中塚良 氏 の ご協力 に よ り 付論 と し て 掲載 さ せ て い た だ い た 。

古墳時代 で は 、 須恵器蓋 (5) や高杯 (6) な ど 6 世紀 中 頃の も の がわ ず か に 出土 し て い る が、 大

半 は 高杯 や 杯 な ど の特徴か ら 7 世紀前 半代 と 考 え ら れ る 。 本地 点 の 製塩土器や高 杯 は 、 下海 印

寺遺跡 の 第 1 号竪穴住居や上墟 1 出 土遣物の 中 に類似 し た も の が見 ら れ る 。 こ れ ら の 遺物 は 、

背後の丘陵地 に 点在 す る 走 田 古墳群か ら 掘 り 出 さ れ た と さ れ る 石棺 と 時期 を 同 じ く す る も の で

あ り 、 古墳の 築造 と と も に 周 辺 に集落が営 ま れ た こ と を 示唆す る も の と し て 注 目 さ れ る 。

戦 国 期 か ら 江戸時代 の 遺構 は 、 柱穴P4 と 落 ち 込 み S X 03、 井戸 S E 04 が あ る 。 前 者 は 概 ね

16机紀後葉 と 考 え ら れ る が量的 に は極め て 少 な い 。 丸瓦 に残 る コ ビ キ痕跡 の 違 い や タ タ キ 板痕

に つ い て は、 中 世末か ら 近世初頭 に か け て の城館や城郭か ら 出土 す る 瓦 に み ら れ る 技法で あ り 、

こ の う ち 本調査地 で は 第 9 図27が最 も 新 し い も の と 考 え ら れ る 。 こ れ ら の瓦が投棄 さ れ た 時期

は 、 落 ち 込 み S X 03 か ら 出土 し た 京焼系 陶器な ど か ら 18世紀後半 頃 と 考 え ら れ る 。 な お 、 安永
(6) 

9 年 (1780) 頃 に 描 か れ た 寂照 院絵図 に は 本調査地付近 に建物 な ど 見 当 た ら な い が、 江戸時代

中 期 の 寂照 院 の 本堂 と 仁王門、 妙見社 と 呼ばれた走 田神社への鳥居や参道が鳥敵で き る 。

海 印 寺 の 遺構 は 当 地 で は 既 に 削平 さ れた も の と 判 断 さ れ る が、 寺域 に つ い て は従来 よ り 地名

や地形か ら 想 定 さ れて い る と お り 、 本地点 東側 の 乎坦部や湯谷川 を 挟 ん だ西側の 大見坊付近 に

求 め ら れ よ う 。 今後の 調査が待 た れ る と こ ろ で あ る 。

注1) ① 山 本雌雄「奥海印 寺遺跡第 1 次調査概報」 『長 岡京市セ ン タ ー 年報』 昭和61年度 1988年

② 山 本輝雄「奥海 印 寺遺跡 第 2 次調査概報」 『長岡京市セ ン タ ー 年報』 昭相62年度 1989年

③小田桐淳「奥海 印寺遺跡第 3 次調査概要」 『長岡 京市報告書』 第20冊 1988年

① 原秀樹「奥海 印寺遺跡 第 5 次調査概要」 『長岡京市セ ン タ ー 年報』 昭和63年度 1990年

2) 木村泰彦 「奥海 印 寺遺跡第 4 次調査概要」 『長岡京市報告書』 第20冊 1988年

3) 『 長 岡 京市史』 資料編ー 1991年

4) 奈良大学助教授泉拓良氏 の ご教示 に よ る 。

5) 瓦類 に つ い て は、 大手前女子学園 『大坂城三の丸跡 II 』 大手 日 に お け る 発掘調査報告書そ の

2 1988年 と 、 高槻市文化財調査報告書第14冊 『摂津高槻城』 昭利59年 を 参照 し た 。

6) 角 川 書店 『 日 本名 所風俗図 絵』 第 8 巻、 長岡京市 『寂照 院総合調査報告書』 図版 2 に掲載



第1章 海印寺跡第1次調査概要 1 1  

付 論

海 印 寺跡 に お い て 発掘 さ れ た 土石流扇状地 の微地形分析

中塚 良（財団法人向日市埋蔵文化財センタ ー）

1 緒 ロ

1991年8月、 平安時代の寺院跡と推定される海印寺跡において、 第 1 回目の範囲確認調査が

実施された。 寺院に関連する遣構は検出し得なかったが、 古墳時代後期 ～ 飛鳥時代の遺構群が

確認され、 その下位に は拳大 ～ 人頭大の礫を主体とする砂礫層が原く堆積していた。 層相、 形

態から土石流扇状地を構成する堆積物と判 浙された。 周辺域での地形調査によって、 堆積物は

調査地背後の開析谷から供給されたものと推察された。 堆積物中からは 、 縄文時代後期前半の

所産とみられる土器片が少量ながら出土したことにより、 土石流堆積の形成年代は当該期を下

限年代とし、 古墳時代後期までの時間 幅で把握し得た。 一方、 開析谷谷日部を、 活断層として

周知された走田断層が横切っている。 断層位置における土石流扇状地の縦断面形において、 約

z mの低崖を認めた。

本稿では、 発掘現場での観察結果をもとに、 縄文時代に形成された土石流扇状地の性格を明

らかにし、 土石流扇状地地形面の浙層変位に対し、 徴地形学的な検討を加える。 なお、 調査の

機会を与えられた中尾秀正。原秀樹両氏に謝意を表する。

2 調査地 の 位置（第10図）

(1) 
調査地は、 京都盆地西緑 • 小泉川 左岸中流域の段丘 I 面（中塚， 1991) 、 いわゆ る段丘中位

面（国土地理院， 1966) を被覆する扇状地に位置する。 標高は約63mである。 段丘は、 南落ち

の緩傾斜面をなす。 調査地背後には、 丘陵を刻む開析谷が発達しており、 これらの水を集めて

湯谷川 が段丘上を南流し、 小泉川 に合流する。 大阪層群からなる丘陵の基盤は、 頁 岩 • 砂岩な

どの堆積岩類からなる丹波帯中 ・ 古生層である。 湯谷川 は 、 海印寺跡の南に広がる段丘 II 面

（段丘下位面） を掘り込んで狭い河谷を形成しており、 河谷部分は海印寺跡の南、 標高62m付

近まで明瞭に認められる。 丘陵～ 段丘の傾斜変換点には、 北あがりで東北東ー 西南西方位に延

びる走田断層（植村， 1990. 活断層研究会編， 1991) が周知されている。 走田断層は、 湯谷川

及び開析谷の谷口部を横断し、 段丘面及び扇状地面を断層変位させている。

3 土石流扇状地 の 層 相 ・ 形態（第11 · 12図）

〔層相 〕 調査地の層序は、 上層から耕作土、 褐色礫質土、 暗褐色シ ル ト 質礫である。 このう

ち暗褐色 シ ル ト 質礫は、 地表下0.6 -0 . 7m以深に厚く堆積しており、 ト レンチ全域に広がりを
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みせる。 これらは層相からみて、 土石流堆積物 (Debris flow deposits) であり、 扇 状地（土

石流扇状地）の構成層 と判 断される。 礫は大～ 巨礫を主体にしており、 主に亜角 ～ 角 礫からな

る。 洵汰の具合、 葉理の発逹とも全体に悪い。 基質の土性は軟質で、 やや粘性を伴 う褐色 シ ル

卜 壌土である。 Loc . B では、 礫層 は層 厚1 . 0m以上であり、 中位で粗粒化した後堆積面にむけ

て急激に細粒化する。 Loc . C では、 不明瞭ながら礫の長軸 方位を北東ー 南西にそろえるもの

があり、 礫の配列に弱いイ ンブ リ ケ ー シ ョ ンが認められる。 礫は上面を北西側に傾斜させ、 一

部に急角 度で衝立状に立ちあがるものもある。 礫の走向 ・ 傾斜は、 S 51°
W, 43° NW程 度で

あった（巨礫 5 点計測、 算術平均）。 ト レン チ 南端 ： Loc . D では、 礫層 は著しく細粒化し、

中礫が主体となる。 堆積物の粒径の水平的変化を知るため、 Loe . A ' · C · D において、 堆

積面からやや下位の地層 断面に位置する礫を掘り出して、 最も大きな礫 5 -10点を測った（礫

の長軸を計測、 算術平均）。 最大粒径は、 Loe . A ' : 184mm (cp : -7 . 5) 、 Loe . C : 231mm (cp :  

-7 . 9) 、 Loe . D :  88mm (cp : -6 . 5) を示した。 堆積物の粒径は、 ト レンチ 中央において最大と

なり、 南端にむけて急激に細粒化する。 以上の観察結果は、 堆積物が、 多量の水を含んで集合

運搬された状態を示唆する。

(21 調査地周辺地形図 O 1 k m  
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第1 0図 調査地の位岡 と 周辺地形
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〔礫種構成 〕 Loc . C において、 巨礫間 に点在する中礫程 度の礫を無作為に抽出し、 礫種構

成について調べた。 礫種構成は、 頁岩 ・ 粘板岩 ： 5 9% 、 砂岩33%、 礫岩 9 % (試料数 ： 46点）

である。

〔堆積面の 形態〕 土石流堆の堆積面高 度は、 ト レンチ北西端が標高63 . 6ID であり、 南端にむ

けて高 度を下げる。 約0 . 5mの高 度差を有する。 堆積面の縦断面形は、 南半でやや凹形をなす

ものの概ね平滑である。 淮積面の勾配は南落ち21 である。 堆積面には、 等 高線で示すように、

南東～ 南にむけて延びる舌状の微 高地が認められる。 徴 高地の発達方位は、 礫のイ ンブ リ ケ ー

シ ョ ンから推定される堆積物の運搬堆積方位 (Loe . C : E 51° S ) と整合的である。

〔 土石流堆積物 の考古学年代〕 土石流堆積物の上位（堆積面から ― O . lm程 度）からは、 緑

帯文系縄文上器（北 白 川 上層II 式）が若干点数出土した。 また、 土石流堆積物の上面では、 古

墳時代後期 ～ 飛鳥時代の所産とみられる遣構群が検出された。 従って、 土石流堆積物の形成時

期（土石流の発生時期）は遺物の考古学年代からみて、 縄文時代後期前半を下限年代とし、 当

該期～ 古墳時代後期 ( 6 世紀中頃）の時間 輻でとらえることができる。

4 士石流扇状地及び周 辺地形 の徴地形学的検討（第13図）

〔調査地周 辺地形の断面形〕 第13図に、 海印寺跡周辺の地形断面を示す。 A - A' が、 調査
(3) 

地東側における丘陵～ 段丘の断面形、 B - B ' が、 奥ノ池開析谷から調査地を介し段丘 I -II 

面（中塚， 1991) に至る断面形、 また、 C - C ' が湯谷川 開析谷から段丘面を掘り込む湯谷川

の河谷に沿う断面形である。

A - A ' 浙面 ： 標高64m、 69mに傾斜変換点が認められる。 走田断層は段丘 I 面を北上がり

に変位させている。 走田断層による段丘 I 面の垂直変位量は、 北上り約5Qmと報告されている

（木直 1990) 。

B - B ' 断面 ： 段丘の断面形では、 段丘 I 面と同 II 面の境界 は不明瞭であり、 標高58 -6Qm

において傾斜を変える程 度である。 また、 段丘 I 面を覆 う土石流扇状地面も断面形では不明瞭

である。 土石流堆積物の分布 範囲は、 奥海印寺遺跡の調査 (Oku 1 -4 ) によって一部確認

されている。 奥ノ池 開析谷谷底面の浙面形には、 標高64ID付近、 開析谷谷口部に至って比 高約

2 . 0mの低崖が認められ、 海印寺跡の位置する土石流扇状地の断面形に不連続である。 一 方、

開析谷底の勾配は約29 であり、 土石流扇状地面の勾配に比較的整合している。 低崖は、 走田

断層が土石流扇状地面を東北東方位に横断する位置にある。 一方、 開析谷から供給された堆積

物が谷日部分を厚く埋積する状況を ト レンチの層序より推測しうる。 従 ってこの低崖は、 土石

流扇状地形成後の走田断層による構造変位に伴って形成された可能性が高いものと判 断される。

本来、 開析谷から流れ下った土石流堆積物は、 その堆積時に開析谷底の傾斜に連続したものとみられる。

C - C ' 断面 ： 湯谷川 の河谷が標 高62m付近まで段丘II 面を 1 -2 m程 度掘り込む。 湯谷川
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開析谷は、 断面形からみて住宅建設に伴 う人工改変を受けたものと判断される。

〔 土石流扇状地の形成 と 断層 変位〕 前節において述べたように、 海印寺跡において検出され

た土石流堆積物の形成時期は、 考古学年代から縄文時代後期前半を下限年代と し て古墳時代後

期 ( 6 世紀中頃）までの時間 幅でとらえることができる。 谷頭～ 段丘 I 面にかけて土石流扇状

地面が広がっているが、 土石流扇 状地面上での低崖（比 高2 . 0m) が、 走田断層の変位に伴 う

堆積面の変形（断層の垂直変位）とする前提にたって、 断層の平均 変位速 度。活動 度について

考察する。 内陸の活断層において、 z m程 度の断層変位は、 一般に 1 回の活断層の活動に伴 う

ものと考えられている。

土石流扇状地の形成時期を縄文時代後期前半 (4000 -3500年前）と仮定 し た場合、 断層の垂

直変位速 度は0.50 -0.57m/103年と算定される。 浙層の活動 度は B 級である。 一 方、 古墳時
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第12図 土石流の堆積状況 （左 ： 北西か ら 右 ： 北か ら 、 LocB)

代後期 (1400年前 ） でとらえた場合 、 変 位速 度はl . 43m / 103 年と算定 され、 前者に比べ てひ

と桁 大きい数値 を得る。 植 村 (19 90 )は、 京都盆 地西緑 に分布 する活断 層 を扱 って、 0. 1- 0. 4

m/ 103 年の垂直変 位速 度、 B 級下位 の活動 度を推定 した。 今 回見積 もられた数値 では、 前者

の垂直変 位速 度がこれに比較 的近 い数値 を示している。 水平ずれの成分 については、 今回 明ら

かにし得ない。 植 村 の報文 を勘案 すれば 、 断 層 変 位速 度の算定値 との比較 によって、 土石流扇

状地の形成時期 は、 堆積物 に伴 う遺物 の下限 年代である縄文時代後期前 半 もしくはこれに近 い

時期 であるものとして矛盾 しない。 以 上の検討 から、 走 田断 層 の垂直変 位量 、 断 層 の平均 変

位速 度は、 それぞれ2 . 0m 、 0. 50- 0 . 57m/ 103 年と見積 もることができた。 走 田断 層 は、 長 さ

1. 3km 、 活動 度B 級下位 と報告されており、 これらのデ ー タ をもとに、 活断 層 に関する経験式

（松 田， 1975 )な どを用 いて、 断 層 の活動 度を整理してみ る。

( 1 )  地震規模 (M: マ グニ チュ ー ド ） ・活斯 層 変 位量 (D: m )の関係式 ： logD= 0. 6M-

4. 0に、 今回 得られたD: 2 . 0m を代入する とM: 7. 2 を得る。

( 2 )  地震規模 ・活断 層 の長 さ(L : km )の関係式 ： log L = O . 6M-2 . 9に、 L : 1. 3km を代人 し

て、 M: 4. 7を 得る。 一 方、 1)で得られたM: 7. 2 を上式 に代入すると、 L : 2 6. 3km を得るこ

とになり、 断 層 の長 さ(1. 3km )と矛盾 を生ずる。 従って、 D: 2 . 0m の垂直変 位量 を、 一 回

の断 層 変 位 にともなうものとみ る ならば 、 走 田断 層 単独 での活動 では説 明しがたい。

( 3 )  浙層 運動 の再来 周 期 に関する式 ： Log R = 0. 6M-(log S + 1. 0 )  (但 しR : 再来 周 期， 年、

s : 平均 変 位速 度， mm/ 年） に、 1 )で得られたM: 7. 2 及びS : 0 . 57を代人 すると、 R :

3630年を得る。

( 4 )  走 田断 層 の南東約 2 km の沖積低 地地下には、 大 山崎 ・下植野断 層 （中塚， 19 9 1· 第10図〇
(4) 

S )の伏在 が推定 されている。 両 断 層 は平行して東 北東 にのび南北性 の断 層 である余ケ原断

層 が連 なっている。 大山崎 ・下植野断 層 の平均垂直変 位速 度は、 0. 65m / 103 年と見積 もら

れている。 この値 は、 走 田断 層 の変 位速 度と大きく矛盾 しない。 これより走 田断 層 とその周
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辺に分布する活断層系が同程 度の活動をおこなった可能性を指摘しうる。

5 小 結

長岡京市海印寺跡において検出された土石流扇状地及び周辺地形に対し、 考古学年代に も と

づいて微地形学的な検討を加えた。 検討結果は次のように整理できる。

( 1 )  土石流扇状地は、 大阪層群・丹波帯中～ 古生層の基盤を刻む谷、 すなわち湯谷川 ・奥ノ池

の両 開析谷から供給された土砂によって、 谷口部から下位にむ けて段丘 I 面を被覆して発達

するものとみ られ る 。 今回の調査地は堆積相、 構成物質の粒径からみて、 その末端付近に位

置するものと考えられる。 土石流扇状地面は、 現在の湯谷川によって約 2 m掘り込まれている。

( 2 ) 構成物質は、 大 ～ 巨礫、 角 ～亜角 礫を主体とし、 基質は軟質のシル ト 壌土であ る 。 全長25

mの ト レンチ 内では、 ト レンチ 北端から中央にかけて粗粒化した後、 南端において急激に細

粒化する状況が認められた。 また、 堆積面は舌状の平面形、 凸形の横断面形をなす微 高地群に

よって構成される。 層相・堆積構造から、 微地形の発達方位はおおむね南東方位と推定された。

(3 )  土石流堆の形成年代は、 考古学年代からみて縄文時代後期前半 (4000 -3500年前）～ 古墳

時代後期 (1400年前）の時間輻で把握できる。

( 4 ) 土石流扇状地の中央、 調査地北側には京都盆地西緑活断層系のひとつ、 走田断層 が東北東

方位に延びる。 地形断面形の検討から、 土石流扇状地面は、 垂直に約2 . 0m断層変位するものと

推察された。 断層の最新の活動時期は、 土石流堆積面の形成期以降である。

( 5 )  2.0mの低崖の形成を複数回の断層変位によ る ものと考えない場合、 土石流扇 状地を横断

する断層の垂直平均 変位速 度は、 土石流堆積物の考古学年代からA : 0 . 50 -0 . 57m/103年

-B : 1 . 43m/103年の輻で見積りうる。 京都盆西縁活浙層系の活動度を考慮 す る ならば、

A 案が妥当と言えよう。 浙層の活動 度はB 級中位である。

( 6 ) 走田断層の断層変位量と断層規模（全長）は不調和であるが、 周辺活断層の活動様 式によっ

て説明しうる可能性を指摘した。

地形条件が良好とみられた段丘面上において、 断層変位した土石流扇状地が発達することが、

発掘調査によって 明らかとなり、 災害の 自 然史や、 今日の防災問題を考えるうえで貴重なデー

タ を入手し得た。 地形形成史を考えた場合、 臨海平野、 内陸盆地を問わず、 縄文時代後期は扇

状地の拡大、 洪水堆積物の堆積量の増加など、 地形条件の変化の画期にあたることが、 最近の

考古学調査の進展とともに指摘されつつある。 岩屑生産の影響を直接うける山間部における今
(5) 

回の調査事例に興味がもたれる。 また、 地震断層として の活断層の活動時期・活動度が、 考古

学年代によって 推定されたように、 関連諸科学における考古学調査のしめる役割は大きい。 断

層位置や周辺地域での今後の発掘調査の進展によって、 土石流扇状地の広がりや推積構造・年

代、 断層変位の様 式などについて、 さらに精 度の高い検討が可能となろ う 。
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〔注〕

1)  段丘面の 評価 に つ い て は、 中塚 (1991) の 「段丘 I 面」 が、 植村 (1990) の 高位段丘 に あ た る 。

2) 奈良大学 · 泉拓良氏、 滋賀 県埋蔵文化財協会 ・ 中村健二氏 ご教示。

3) 奥 ノ 池開析谷の名 は 、 奥海 印 寺奥 ノ 院 （現河隔が丘二T EI ) に所在 し た 「奥 ノ 池」 に ち な ん で

付 け た 。

4) 本断層 は 、 京都盆地 中央部沖積低地下、 京都市伏見 区横大路 に ま で追跡 さ れ る と 言 う （立命館

大学 。 植村善博先生、 私信 ・ 1992年 2 月 ）

5) 立命館大学 ・ 高橋学先生 ご教示 に よ る 。 小泉川 流域 で は 、 下海 印 寺遺跡第 3 次調査 に お い て 縄

文時代後期 中 葉 の 土石流堆積物が確認 さ れて い る （亀井 、 1982) 。 ま た 、 蠅文時代後 ～ 晩期 の 堆

積物の検討の他 に 、 筆者 は現在、 考古学遺物か ら 地形条件の推移 を 読み取 る 作業 を 始 め た （ 中 塚 ，

1992) 
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長 岡 京跡左京六条ー坊十町 ・ 東ー坊 々 間大路、 雲宮遺跡、 芝本遺跡

1 は じ め に

1 本報告は、 19 9 1年10月 8 B - 19 9 1年11月 1日まで、 長岡京市神足芝 本 6 において実施した

長岡京跡左京六 条ー 坊十 町推定 地、 東ー 坊々間大路、 雲 宮遣 跡、 および芝 本遣 跡の発掘調査

に関するものである。 調査面積 は149面 である。

2 本調査は、 1987年に本調査地南側 で行った左京第184次 調査においてその一部分 を検出し

た東ー 坊々間大路東 側溝の全容 を明らかにすることを目 的 に実施したものである。 調査は長

岡京市教育委員会を主体 とする平成 3 年度国庫補助事業として実施した。 現地調査は財 団法

人長岡京市埋蔵文化財 センタ ー 調査員原秀樹 が担 当 した。

3 調査実施にあたり、 土 地所有者である伊辻克 美氏をはじめ、 近隣 住民の方々には種々のご

協力を得た。 また、 現地調査および本報告の作成にあたっては、 京都文 教短 期 大学名誉教授

中山修一 氏よりご指導を賜った。

4 調査後の遺物 実測 や図面整理は、 船戸裕子、 田中智紀が行った。 また挿 図の遺構番号 につ

いては、 一部本地点 の調査次数「2 75」を省 略 している。

5 本報告の執筆 ならびに編集は、 原 が行った。
. '" \ :.,:": : i 兵 昇を之べ＼

第14図 発掘調査地位置図 (1 /5000) 
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20 調査経過

2
 

調 フ旦 経 過

本調査地は、 J R 神足駅 の東 500m に位置 する。 地形的には、 小畑 川が 形成した扇状地に立

地しており、 付 近 の水 田面の標 高は約 13m である。 今回 の調査は、 1987年に実施した左京第18

4次調査でその一部分 を検出した東ー 坊々間大路東 側溝S D1840 4の全容 を明らかにすることを

その北側 に調査トレンチを設定 した。 当 地は、 長岡京跡左京六 条ー 坊十 町と東ー 坊々
(2) 

間大路東 側溝に比定 される他 に、 縫文時代から古墳時代の集落 跡である雲 宮遺 跡、 縄文時代の
(3) (4) 

散布 地である芝 本遣 跡に含 まれている。 また左京第60 次調査では良好 に残る鎌倉時代の瓦 器塊
(5) 

が 大量 に出土している。 一 方、 長岡京期 では左京六 条ー 坊七 町の左京第102 次調査で井籠組井
(6) 

戸 を、 同 十― 町の左京第2 0 4次調査では東ー 坊第二 小路両 側溝と溝で南北に分 割された宅 地を
(7) 

検出しており、 本地点 と同 じ十 町で行われた左京第2 69次調査では井戸 と溝から多 くの祭祀 遺

目 的に、

物が 出土している。 これらの調査結果は、 本市左京域の中でも特筆 されるものであり、 今後の

整理報告が待たれるところ である。

調森 は、 南北に細 長 い水 田の北側 に南北38m 、 東 西2 - 7 m の輻 で発掘区を設定 した。 掘削

は重機を用い て耕 作土と小畑 川の洪水堆積 層 以下、 整地土の除去 を行った。

は一部下層 の掘り下げを行った後、 埋 め戻 しを行った。

また調査地北部で

3
 

検 出 遺 構

本調査地では、 周辺の調査地と同 じく耕 作土、 床 土の下に小畑 川の洪水運搬堆積 である砂礫

層 が 広が っている。 以下褐色斑紋 とマンガン斑 を含む灰色粘質土層 と暗灰色粘質土層 が堆積 し
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第15図 北壁土層図 (1 /40) 
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ており、 長岡点 期 と中世 の遺構は、 東 側溝の埋 土と

類似 する褐色斑紋 を含む灰白色粘質土層 から 検出し

ている（第15図） 。 検出面の標 高は12 . sm である。

また調査区北部で行った下層 の調査（第17図、 溝S

D 2 7503· B-B' ラ イ ンの西側 。 調査面積約 10mり で

は、 ブ ロ ッ ク 状の褐色斑紋 を含む青灰色 シ ル ト 層 と

灰白色枯質土層 が約 0. 6m堆積 しており、 その下か

ら 暗灰色腐植 土層 を検出した。 土層 内 から は長 さ5.

Sm以 上、 幹 の直径約 0. 4m を測 るブナ科の常 緑高木

である樫と木 の葉 類、 ク ル ミ やどんぐ りなど の果実

類、 ヨ シ と考えら れる管状で節 のある植物根 などが

出土した。 これら の時期 については土器が出土して

いないことから 明確 でないが、 東 側 に隣接 する左京

第2 69次調杏 地から 本地点 と同様 の木 の葉 や果実類

を出土する弥 生時代 中期 を下限 とする東 西方 向の流

路が検出されていることから 、 これもほぼ同時期 と

考えら れる。 地山は粘着性 の強い緑灰色枯 土である。

長岡京期以後の遺構は、 南北方向の索掘り溝2 条
-xニー1 19,900 を検出している（第16図） 。 溝S D2 750 1は幅 0. 2 -

―X•-1 19,890 

0. 3m 、 深 さO . lm 。 溝S D2 7502 は、 最 大輻o . sm 、

深 さ約 0. 2 - 0. 5ID 。 中央 付 近 では東 側へ 膨ら んでお

り幅 や深 さも一様 でない。 両溝は東ー 坊々間大路東

側溝S D2 7503と重複 しており、 溝S D2 7502 から は

長岡京期 の土器も出土した。 両溝については、 周辺

の調査地で検出された中世 の索掘り溝と同 じ 方 位 で

あること、 切 り合 い関係が新しいことから 判 断 して一連 の中軋溝と考えら れる。

0 Sm 
I.,.,,. ● "'↓ """""'!"''● "● ,.

1 
.... ,,.,1., ●● ,.,./ 

第16図 中憔溝実測図 (1 /250) 

長岡京期 の遺構は、 東ー 坊々間大路東 側溝S D2 7503、 轍S X2 750 7と、 柱穴 などを検出して

いる（第17図） 。 いずれも側溝東 側 の宅 地内 で検出したものであり、 路面上では遣構・ 遺物 と

も確認されなかった。

溝S D 275 0 3  左京第184次調査で検出された溝S D18404の北延 長 線 上に位置 する。 幅 1. 3m 、

深 さ0. 5m 。 全長約 3Sm 分 を検出する。 溝の埋 土は、 遺物 を多 く含む 下層 （第17図 7 · 8 層 ）

と、 上層 にわ かれる。 検出面は遺構の基盤 となる層 と類似 しており、 検出当初 の輪郭 は不 明瞭

であったが、 中世溝S D2 750 1· 02 を掘り下げた段 階 で重なる側溝の輪郭 を確認することがで



22 出土遺物

きた。 土器 類は大半 が下層 から出 土しており、 本側溝が機能 を終 えた際 に投棄 されたものと考

えられる。 またC - C ' ラ イ ン付 近 からは杭 が1 本検出された（図版5- 3 )。 途 中で折 れて

いるが、 先を尖 らせて打 ちこんだものである。

溝 5 D 275 0 4 。 0 5 輻 O . l - 0. 3m 、 深 さ約 O . lm の東 西方向の溝。 S D2 7502 より西へ は続 い

ておらず、 切 り合 い関係は両溝の方が古い。 長岡京期 の土器片 が少量 出土した。

溝S D 275 06 調査区東壁 でわずかに検出した東 西方向の溝。 S D2 7503に切 られている。 長

岡京期 の土器片 が少量 出土した。

轍S X 275 07 両輪 の幅1 . 5m 、 各車輪 跡は幅 O . lm である。 長 さ2 m 分 を検出した。 この南

側 でも2 条ほ どの轍がある。 既 に同 町内 の左京第2 69次調査では、 北西から南東 方向に延 びる

轍を検出している。

柱穴P1�P3 いずれも調査区東端 で検出したが柱筋 は不 明。

4 出 土 遺 物

今回 の調査では、 溝S D2 7503から長岡京期 の良 好 な遺物 が出土した。 中でも注 目 されるの

は土師器 と須恵器 の皿 や杯 に記号 や文 字を墨書、 線刻 したものが多 いこと、 漆の容器 として使

われた土師器や 須恵器 、 墨痕を とどめる須恵器 が多 い点 である。 他 に少量 であるが、 古墳時 代

の土師器 、 須恵器 、 弥 生土器 の底部片 、 縄文時 代晩 期 の深鉢片 などが出土している。

溝 5 D 275 0 3 出 土遣物 （第1 8-21 図、 図版6- 1 5 )  土師器 、 須恵器 、 黒色 土器 、 製塩土器 、

土馬 、 瓦 、 銅銭 、 鉄釘 、 木片 、 獣骨等 が出土した。 このうち墨書土器 と線刻土器 については、

別項 の付表2 · 3 と第22 図で一括 して報告する。

土師器 には、 皿 A 、 皿 C 、 椀 A 、 婉 C 、 坪A 、 坪B 蓋 、 坪B 、 ミ ニ チュ ア 竃 のカマコ、 壺 B 、

高坪 、 製塩土器 、 土錘 、 甕 が出土している。 皿A (1 - 8 )は、 日径1 6cm前後、 器 高約 3cm の

もの(1 . 2 )と、 口径2 0cm 、 器 高 3cm前後のもの(3- 8 )がある。 調 整は、 1 - 7 が外 面

全体 をヘ ラ 削 りするC 手法、 8 は日緑端部を横ナ デ 、 底部をヘ ラ 削 りするb 手法。 C 手法の皿

には端部のナ デ を削 り残すものがある。 皿 C (1 8-2 0 )は口径 9cm前後、 器 高約 2 cm 。 調 整は、

日縁部を横ナ デ 、 底部はオ サ エ 。 このうち1 8は灯火器 に使用する。 塊 A (9 - 12 )は、 日径12

cm 、 器 高3. 5cm前後である。 調 整は内 面をナ デ 、 外 面はヘ ラ 削 りするC 手法。 婉 C (1 3- 1 6 ) 

は、 口径 8. 6cm 、 器 高2 . 7cm のもの(1 3 )と、 口径12cm 、 器 高3 . 5cm前後のもの(1 4- 1 6 )がある。

いずれも外 面には成形時 の凹 凸 をとどめ、 粘 土紐 の痕跡を残す。 調 整は、 内 面を時計回 りにナ

デ あげており、 外 面はヘ ラ 磨 きを施す。 坪A(1 7 )は日径1 7cm 、 器 高4. 5cm 。 調 整は外 面全体 を

ヘ ラ 削 りするC 手法であるが、 口緑部の一部にナ デ が残る。 坪B 蓋 (21 - 2 3 )は、 口径1 4. 2cm

の22 と、 口径1 9. 1cm の2 3がある。 22 は、 天井部をヘ ラ 削 りの後、 四 分 割にヘ ラ 磨 きを施す。 ロ

緑部は周縁 に沿 って弧 状にヘ ラ 磨 きを施す。 21 はつまみ と内 面はナ デ 調 整。 21 はつまみ のみ 残る。
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5 暗灰色粘土混 り 緑灰色粘質土
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7 褐色砂混 り 暗灰色粘土 （ 炭混 り ）
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1 0  褐色斑入緑灰色粘質士
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1 2  褐色斑入灰色砂質土

1 3  褐色斑入緑灰色粘質土 （ 暗灰色粘質土 プ ロ ッ ク 混 ）

第17図 長 岡 京期遺構実測図 （平面図 1/100、 断面図 1/40) 
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杯 B(2 4 )は日緑部外 面にヘ ラ 磨 きを施す。 2 5はミ ニ チュ ア 竃 のカマ ド と組み になるカマコ。 墨

書人 面土器タ イ プ の壺 B (2 6- 30 )には、 日径 10cm 、 器高4cm前後のもの(2 6- 2 9 )と、 日径

17. 3cm 、 器高 7cm のもの(30 )がある。 人 面の描 かれたものはない。 高坪(31- 33 )は、 脚部の

断 面形が 9角 形のもの(31 )と 7角 形(32 · 33 )のものがある。 脚部内 面は、 31が粘 土紐 の凹 凸

が目 立つのに対 し、 32 · 33は平滑 である。 杯部外 面に線刻を施すものが出土している（第22 図

64 )。 製塩土器は小片 が多 く図示できるものは少 ない。 いずれも胎 土に多 くの砂粒 を合み 、 粘

土紐 の痕を残す。 34は厚さl . 0- 1. 4cm 。 日緑部はまっすぐ に立ち上がる。 35は厚さ0. 15- 0. 7 

cm 。 日緑部はラ ッ パ 状にひ らく。 内 面に布 目 があるものはわずかである。 土錘(36 )は1 点 だけ

出土した。 長 さ4. 9cm 、 直径 1. 5cm 。 甕 (37- 44 )は、 口径 14- 16cm のもの(37- 41)と、 日径

2 5- 2 9cm のもの(42 - 44 )がある。 37は直 線 的にのびる体部と短 く外反 する口緑部をもつ。 外

面はハケメ 調 整、 内 面はナ デ 調 整。 38は体部外 面が火熱 で剥離 しており調 整不 明。 内 面は口縁

部に粗 いハケメ を施す。 器壁 は甕 の中で最 も薄 い。 3 9は外 面ハケメ 調 整、 内 面ナ デ 調 整。 40 ·

41は外 面に指圧 痕をとどめるだけの特徴 的な甕 である。 口緑部と内 面はナ デ 調 整。 41は外 面に
(8) 

煤 がつく。 これらは南河 内 地方に特有 な甕 といわれる。 42 。 43は、 外 面ハケメ 調 整の後、 口縁

端部を横ナ デ する。 口緑部内 面は、 外 面と同 じ粗 いハケメ を施す。 体部 内 面は細 かいハケメ の

後ナ デ 調 整を施す。 44は竃 に再利用している。 底部を水平に打 ち欠 き、 口緑部から｛本部の一個

所 を焚 き日にしている。 内 面には煤 が多量 に付 着 している。 45は甑 の口縁部と考えられるもの

である。 胎 土は淡茶掲色 で微砂粒 を含む 。 調 整は日縁部と内 面に横ナ デ を施し、 体部外 面には

指圧 痕をと どめる。 口縁部の上端 には2 条の浅 い沈 線 がめぐ る。 外 面に煤 の付 着 はみ られない

が、 破片 の内 面と断 面に煤 が付 くものがある。 46· 47は、 生駒山西麓産の羽釜。 47の鍔 には煤

が付 着 する。 他 に生駒山西麓産の竃 の破片 が出土している。

須恵器には、 坪A 、 坪B 、 杯B 蓋 壺 A 蓋 、 壺 L 、 壺M、 壺 G 、 甕 、 羽釜が出土している。

坪類は比較 的多 く出土している。 杯A (48- 50 )には、 口径 の差異 より 3 タ イ プ がある。 器

高は各々 3- 4 cm である。 48は口径 10. 4cm 。 焼 成は軟質。 口緑部には灯火 による油煙 がつく。

49は口径 13cm 。 50は日径 15. 2cm 。 いずれも焼 成は堅緻 。 杯B (51- 53 )は、 日径 14- 15cm 、 器

高 5cm前後のもの(52 )が比較 的多 い。 51は口径 12 . 4cm 、 器高3. 9cm 。 53は口径 18. 8cm 、 器高7. 4

cm 。 51は底部を裏返 して硯に転用している。 いずれも焼 成は堅緻 。 杯B 驀 (55- 60 )は口径 17

- 18cm 。 57- 59は蓋 を裏返 して硯に転用しており、 内 面は摺 られて滑 らかである。 54は、 壺 A

蓋 をまね たミ ニ チュ ア 土器である。 壺 (61- 72 )は、 日緑部や底部片 が多 く全形のわかるもの

は少 ないが、 その大半 は球 形の体部と外反 する口縁部を有 する壺 L (63- 69 )と、 その小型 品

である壺M(61· 62 )である。 両者の境 目 は必 ずしも明確 でないが、 壺Mは概ね 器高10cm前後

のものとした。 底部外 面は、 67が糸切 り、 他 のものはナ デ 調 整。 高台 は張り付 けている。 焼 成

は64を除 いていずれも堅緻 。 64は体部外 面の下半 をヘ ラ 削 りしており、 直 立した浙面方形の高
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台 がつく。 色調は灰 白 色で、 焼成は軟質。 これは側溝上層か ら 出土したものである。 また68は

濃緑色か ら 青みを帯びた釉が垂下しており、 高台 には石粒が付着する。 これは東海地方の製品

と考え ら れる。 壺 G(70)の口緑部にはロ ク ロ 成形による凹凸が著しい。 71は底部と体部外面に

平行タ タ キ とナデ調整を施す壺。 内面は横ナデ調整。 横ナデは反時計回りである。 胎上には黒

色粒子を多く合む。 色調は外面暗灰色、 内 面青灰色。 焼成は堅緻。 72は、 壺 L と 似た外形を呈

するが、 体部下半はより直線的である。 平底を呈する底部の外緑には高台 を張り付けた痕跡が

残る。 底部外面はナデ調整。 体部内面と底部内面には反時計回りのハ ケ メ 調整を施す。 他はナ

デ調整。 口頸部と体部の接合は 2 段構成。 胎土は淡灰色を呈し、 若干の砂粒を含む。 焼成は堅

緻。 他に同様の形態と手法をもつものは極めて少なく、 類例の増加と生産地の検討が待たれる。

甕 (73-75) は、 日頸部が高くのびて外反するもの(73)と、 口縁部が短く外反するもの (74·

75) がある。 74は外面に平行タ タ キ を施す。 75は平行タ タ キ の あとナデ調整。 いずれも内面は

同心 円 当て具痕をナデ消している。 74は、 体部外面と口頸部内面に 自 然釉が付着する。 76は鍔

を有する羽釜。 内傾する口緑部と胴長の体部を有する。 体部外面は平行タ タ キ を施しており、

内面は同心 円 当て具痕を丁寧にナデ消している。 他の部位は横ナデ調整。 日縁部上端の平坦面

と鍔、 体部外面に煤が付着する。 胎土は灰 白 色を呈し、 若干の砂粒を含む。 よく焼き締まって
(9) 

おりいわゆる瓦質である。 色調は淡灰色。 長岡京域では、 この他に右京第12次調査と左京第120
(10) 

次調査で出土している。

黒色土器は、 内面を黒色化するA類の婉と杯が出土している。 瓦は、 平瓦の小片が多い。 77

は、 凸面縄叩き、 凹面に布目痕を残し、 側面はヘラ削りする。 凹面に粘土板切り離しの糸切 り

痕を残す。 胎土は精良で砂粒は少ない。 焼成は軟質。 色調は、 表面灰 白 色で部分的に黒色。 78

は、 凸面を縄叩きのあとナデ調整。 凹面は布目痕を残す。 厚さは1.3cm前後である。 胎土は、

精良で砂粒は少ない。 焼成は硬質。 色調は表面が黒色、 断面灰 白 色。

この他、 フ イ ゴ羽 日の破片（図版7 右下）、 須恵器坪 B の日縁部を打ち欠くもの（図版7 左

下）、 神功 開 宝 4 枚 • 土錘 1 点、 獣骨（図版11- 2 ) 、 壺の底部内面と外面に墨のあとを残す

もの（図版12- 2 ) 、 土師器皿 ・ 婉 A ・ 壺 B と須恵器杯 B の内面に漆の皮膜が付着するもの

（図版13- 1 ) 、 土馬（図版15 - 2 ) と、 木片、 炭、 桃の種などが出土している。 また土師器

の高杯や坪には、 表面にス リ ッ プを塗り赤色を里するものがある。

長岡京期以外では、 中憔の瓦器、 古墳時代の土師器甕や須恵器の坪・甕、 縄文時代晩期の滋

賀 里 II 式に比定される深鉢の口緑部（図版11- 2 ) などが出土している。

溝S D 27 503出土の墨書土器 と 線刻 土器（第22図、 付表 2 。 3 、 図版8 -11) 

土師器と須恵器の表面に文様や記号、 文字を墨書するものと、 記号を線刻するものがあり、
(11) 

墨書と線刻の両方を施すものもわずかにみ ら れる。 土師器には皿A 、 椀A 、 椀 C 、 高坪があり、

須恵器には杯A 、 坪 B 、 坪 B 蓋などがある。 線刻を施す須恵器は、 概して軟質のものに多い。
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第21図 溝 S D 27503出土遺物実測図4 ( 1  / 4 )  

実測図は時間の都合上一部につい てのみ示した。 本溝出土の墨書土器と線刻土器につい ては付

表 2 のとおりである。 なお第22図、 付表 2 と図版8 - 11の土器番号はそれぞれ対応してい る。

7 はS 字形を組み合わせた流麗な文様。 20は 「 C 」字形と縦棒を 2 本組み合わせる。 88は一部

を欠くが、 十文字に小さな 「日」の字形を四隅に配するものである。

の署名 を図案化した花羅の可能性も考えられる。

字形と

れも黒書のあとに線刻を施してい る。

この 3 点につい ては個人

4 は数字の 「 ＋ 」を墨書したあと、

「廿」の字形を線刻する。 墨書と線刻の両方あるものは合計 5 点出土してい るが、 い ず

この他、 墨書と線刻には 廿 ( 1 ·17·32·68) 、

「 ＃ 」の

-ttt (71)、

冊(87)など、 縦棒と横棒の本数で数量の違 い を表したものがある。 同じように75も、 三本線と

x 印を組み合わせた一連のものであろうか。 83は、 底部外面に墨書、 底部内外面に線刻を施す。

墨書と線刻の割合は、 上師器では64点のうちほぼ半々、 須恵器は32点のうち全体の 8割以上が

墨書であり、 線刻は少ない 。 墨書と線刻の両方を施すものはわずかである。 記載位置は、 大半

が坪や皿の底部外面に施しており、 日縁部の内面と外面にあるものは少数である。 標記内容で

は、 墨書と線刻の両方に縦棒と横棒を組み合わせた同形の記号をもつものがあり、 この中には

4 のように異なる記号を後から追加したものもある。 また線刻は全形のわかるものは少ない が、

「 X 」や 「 ＋ 」の中には廿 • 舟などの記号になるものもあると考えられる。

本溝から出土した土器の鯖は、 破片数では、 上層が土師器641、 須恵器157である。 下層は土

師器3231、 須恵器571である。 これによると、 土師器と須恵器の割合はおよそ 8 対 2 となる。
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付表 2 溝 S D 27503 出 土 の墨書土器 。 線刻土器一覧表

器 種 No. 圧ー ド！�ヽ 書 線 刻 器形 出 士 層 位 記 載 位 岡 備 考

1 ++ 皿 A 2 · 3 区下層 底 部 外 面 記号 図版 8

2 廿 x 婉 A 11区下層 底 部 外 面 X は小 さ く 側面 に 寄 る ” 
3 口 〔十ヵ 〕 皿 A 9 区F層 底 部 外 面 記号か ” 
4 口 〔十ヵ 〕 三 f\ 皿 A 9 · 10区下層 底 部 外 面 墨 書 の あ と 線 刻 第 2 2 図 図 版 1 1

5 口 不 明 15区下層 底 部 外 面 図版 9

6 ＊ 皿 A 3 区下層 日 緑部 内面 記号 ” 
土 7 麦 椀 C ヵ 15区下層 底 部 外 面 文 様 、 外 面 ヘ ラ 磨 き 第 2 2 図 I/

8 D 皿 A 5 区下層 日 緑部外面 ” 
， 大 椀 A ヵ E - E ' 下層 底 部 外 面 ” 

10 口 不 明 5 区下層 底 部 外 面 II 

11 口 不 明 1 区下層 底 部 外 面 ” 
12 大 塊A ヵ 9 区下層 底 部 外 面 ” 
13 ロロ 不 明 5 区下層 底 部 外 面 ” 
14 口 不 明 5 区上層 底 部 外 面 ” 
15 口 高 坪 9 区下層 坪 部 外 面 外面ヘ ラ 磨 き ” 
16 口 不 明 3 区下層 底 部 外 面 ” 
17 D 〔叶ヵ 〕 不 明 5 区下層 底 部 外 面 記号 ” 
18 口 不 明 15区下層 底 部 外 面 ” 
19 D 婉 c 11区下層 底 部 外 面 外面ヘ ラ 磨 き ” 

器 20 & 不 明 10区下層 底 部 外 面 文様 第22図 ！！

21 口 不 明 E � E ' 下層 底 部 外 面 ” 
22 口 不 明 8 区下層 底 部 外 面 ” 
23 口 不 明 5 区下層 底 部 外 面 ” 
24 口 塊 A 8 区下層 底 部 外 面 ” 
25 口 〔X ヵ 〕 塊 A 5 区下層 底 部 外 面 記号か ” 
26 口 不 明 5 区下層 底 部 外 面 ” 
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器 種 No. 厚''" 書

27 D 

28 口

29 D 

30 D 

31 X 

32 □ l�十ヵ 〕

33 D 

土 34 口

35 
- - - - - - - - -

36 

37 

38 

39 

40 

41 
- - - - - - - - -

42 

43 

44 

器 45 

46 

47 

48 

49 

50 

51 

線 刻

＼ 

内
r+----

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

外 , �j\ 
--;Yり; 
y 

内 � 外 )(/

' v X J.,- ・ド

""\ /; 
内

外

-·-
.. ' ' " .. 一 ，9

---
内 凡 外 →→

- -

且士
入／ 

-4t 

， ＼づ�

＼ 
→ 

器形 出 土 層 位

不 明 4 区下層

不 明 6 区下層

不 明 C - C ' 下層

不 明 15区下層

不 明 9 区下層

不 明 5 区下層

不 明 12 区下層

皿 A 3 区下層

皿 A 10 。 11 区下層

皿 A 12 区下層

皿 A 12 区

皿 A 13 区

皿 A 10 · 11 区下層

皿 A 4 区下層

不 明 1 区下層

不 明 4 区下層

不 明 13 区下層

不 明 1 1 区下層

不 明 10 · 11 区下層

皿 A 7 区下層

不 明 4 区下層

高 坪 6 区下層

不 明 12 区下層

不 明 8 区下層

不 明 7 区下層

記 載 位 罹

底 部 外 面

外 面

外 面

底 部 外 面

底 部 内 面

底 部 外 面

底 部 外 面

底 部 外 面

底 部 内 面
" ' ' — - -· ., ' 

底 部 外 面

底 部 内 面

底 部 外 面

底部内外面

底部内外面

底 部 外 面

底 部 内 面
- - - " " ' ' — - - -

底 部 外 面

底部 内外面

底 部 外 面

底 部 外 面

底 部 外 面

底 部 外 面

底 部 外 面

坪 部 外 面

底 部 外 面

底 部 外 面

底 部 外 面

備 考

図 版 9

” 
” 
” 

記号 ” 
記号か、 墨書の あ と 線刻 II 

図版1 1
- - - - "' ' '  ' — - - "" ' ' ー ー 一 ，． ，， 一

墨書の あ と 線刻

第22図

灯明 に使用 図版1 1

-· ., .. - - - - ― ー ，" ' ー ― - - - - .,. ' — - - - - .. ・， ー

内 面 に煤付着

図版 9

外面ヘ ラ 磨 き ” 
” 
” 

” 
外面ヘ ラ 磨 き II 

” 
” 
” 
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67 宿
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69 口
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71 田

72 D 

73 D 

74 口

器 75 オ咋
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77 ① 
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口戸

器形

不 明

不 明

不 明

不 明

不 明

不 明

皿 A

不 明

不 明

不 明

不 明

皿 A

高 坪

坪

坪

杯 B

坪 B

坪 B

坪 A

坪

坪

坪

坪 A

坪 B 蓋

坪 B 蓋

不 明

坪
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出 土 層 位 記 載 位 懺 備 考

5 区上層 底 部 外 面 図 版 9

5 区下層 底 部 外 面 ” 
7 区下層 底 部 外 面 ” 
7 区上層 底 部 外 面 ” 
7 区下層 底 部 外 面 II 

7 区下層 底 部 外 面 ” 
6 区下層 底 部 外 面 ” 

A - A ' 下層 底 部 外 面 ” 
B - B ' 下層 底 部 外 面 ” 

5 区下層 底 部 外 面 ” 
2 区下層 底 部 外 面 ” 

15 区上層 底部 内 外面 同 じ 記号か ” 
2 区下層 坪 部 外 面 第22図

1 区 底 部 外 面 煤付着 図版 9

6 区下層 底 部 外 面 煤付着 ” 
10区下層 底 部 外 面 図版 8

15区 底 部 外 面 記号 ” 
8 区下層 底 部 外 面 記号か ” 

13 区下層 底 部 外 面 ＂ 
14 区 口 緑部外面 記号 第22図 図 版10

10区下層 口 縁部外面 記号か ” 
2 区下層 口 緑部外面 ” 

10区下層 口 緑部外面 記号 か ” 
14区下層 天井部外面 記号、 転用硯 ” 
精査 天井部外面 内 面 に墨痕 ” 
精査 外 面 記号 ” 
8 区下層 底 部 外 面 ” 
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器 種 No. 

79 

80  

81 

82 

須 83 

84 

85 

86 

恵 87 

88 

89 

90  

器 91 

92 

93 

94 

95 

96 

里牢 苫

口

口 〔十ヵ 〕

口
' ., 一 ·- - ― 一 ，．，

口 〔佐ヵ 〕

D 

大

D 

口

-+1-++ 

罪

口

D 〔十ヵ 〕

口

大D

口

線 刻

ー ー 一 ，， 一 一 ，．． 一 ，．

内 ／ 外 ＼←I

�·- . -- ... 一

器形

不 明

杯 B

坪 B

杯 A

坪 A

杯 B 蓋

杯 B 蓋

杯 B 蓋

坪 B 蓋

杯 B 蓋

坪 B 蓋

杯 B 蓋

杯 B 蓋

坪 B 蓋

杯 B 蓋

坪 A

坪 A か

坪 B

出 土 層 位

6 区下層

5 区下層

4 区下層

北拡張区下層

7 区上層

8 区下層

10区F層

4 区下層

12 区

13 区下層

4 区下層

1 区

3 区下層

15 区下層

6 区
―
ド層

11区下層

9 区下層

1 区下層

記 載 位 固

外 面

底 部 外 面

ロ 緑部外面
' " 一 ，．， 一 ， ．

底 部 外 面

底 部 外 面

底 部 内 外面

天井部外面

天井部外面

天井部外面

天井部外面

天井部外面

天井部外面

天井部外面

天井部外面

天井部外面

天井部外面

底 部 外 面

底 部 外 面

底 部 外 面

備 考

図版10

内 面 に 黒康、 記号 II 

記号 ” 
ー ー ， ， .. - - ― ー ， —. - - - - - ' '" - - ― 一 ，， ー

外面 に墨痕、 記号か

第22図 ” 

外面墨書の あ と 線刻 第22[:;<l 図版11

図版10

” 

” 

菩ロ し7 万ロ ” 

記号 第22図 ！！

” 

記号、 転用硯 ” 

記号 ” 

転用硯 ” 

” 

外面 に煤付着 第22図 図版11

付表 3 墨書土器と線刻土器の比率

墨 書
墨 書

線 刻 合 計線 刻

土 師 器
32 4 28 64 

(50%) (6 . 3 %) (43 . 7%) (100%) 

須 恵 器
27 1 4 32 

(84 . 4%) (3 . 1 %) (12 .5%) (100%) 

人ロ 計
59 5 32 96 

(61 .5%) (5. 2 %) (5. 2 %) (100%) 
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第22図 墨書土監 ・ 線刻土器実測 図 (1 / 2 。 1 / 4 )  

土師器は、 須恵器に比べて壊れやすく破片数が多くなる傾向は否定できない が、 総じて土師器

が多いといえる。 なお、 出土層位の地区割はA·B·C ライ ン間を各々 2 分割して 1 -6 区に、

D·Eライ ンは 7·8 区、

より以南を15区とした。

Eライ ン以南からH ライ ンまでを各々 2 分割して 9 -14区に、 これ

5
 

ま と め

今回の調査では、 東ー坊々間大路東側溝を南北約38mにわたって確認することができた。 東

側溝はこれで 3 例目となる。 同西側溝についてはこれまでのところ 宮域に接する段丘上の左京

第232次調査で検出されただけであるが、 両 側溝の溝中心座標より求めた東ー坊々間 大路の路

面輻は24 . 7111 である。 東ー坊々間大路と六条々間小路が交差する六条ー坊十町と、

ら検出された長岡京の遺構と条坊側溝の位償関係は第23図のとおりである。 また、

その周辺か

これらの調

査地 ( L l02·L 204·L 269·L 275) で特筆される点は、 和 同開弥 • 萬年通宝 ・ 神功開 宝が合
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100m 

第23図 左京六条ー 坊 内 の 条坊検出遺構図 ( 1/2000) 
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付表 4 本調査地周辺の条坊側溝座標値一覧表

東西道路

側 溝 名 調 査 次 数 遺構名 中 心座標 (X) 標 高 報 牛 書ロ

六条第一小路 北側溝 O左京第216次 S D 03 - 119 , 818 . 4  12 . 8  『府セ ン タ ー概報』 第40冊 199(

右京第344次 S D Ol - 119 , 824 . 6 23 4 『長セ ン タ ー年報』 平成元年度

南側溝 O左京第216次 S D 04 - 119 , 827 . 7 12 . 4  『府セ ン タ ー概報』 第40冊 199(

右京第344次 S D OZ - 119 , 833 . 75 23 . 4  『長セ ン タ ー 年報』 平成元年度

六条 々 間小路 北側溝 左京第210次 S D 33 - 119 , 955 . 4  9 . 9  『長セ ン タ ー 年報』 昭和63年度

左京第230次 S D 28 - 119 , 954 8 10 . 2  『長セ ン タ ー 年報』 平成元年度

O左京第269次 S D 09 - 119 , 951 . 9 12 . 1  長 岡 京市セ ン タ ー 平成 3 年調省

南側溝 左京第210次 S D 38 - 119 , 979 . 8  9 . 9  『長セ ン タ ー 年報』 昭和63年度

六条第二小路 北側溝 O右京第339次 S D 23 - 120 , 098 15 17 2 『長セ ン タ ー 年報』 平成元年度

南側溝 左京第53次 S D OI - 120 , 114 . 9  9 5 『本市報告書』 第14冊 1985

O右京第339次 S D lO - 120 , 107 . 5  17 . 2  「長セ ン タ ー 年報」平成元年度

南北道路

側 溝 名 調 査 次 数 遺構名 中 心座標 (Y) 標高 報 牛 書ロ

東ー坊 々 間大路東側溝 左京第184次 S D 04 - 26 , 562 . 5  1 1 . 8  『本市報告書』 第20冊 1988

左京第228次 S D 54 � 2 6 , 561 . 69 14 . 7  『長セ ン タ ー 年報』 平成元年度

O左京第275次 S D 03 - 26 , 562 12 . 4  本報告

西側溝 O左京第232次 S D 35 � 26 , 586 . 7 21 . 3  『 向 日 市報告書』 第28集 1990

東ー坊第二小路東側溝 左京第155次 S D 22 - 26 , 450 . 0  1 6  9 『 向 日 市報告書』 第34集 （予定）

左京第176次 S D 35 - 26 , 444 . 4  13 . 6  『長セ ン タ ー 年報』 昭和62年度

左京第199次 S D 21 - 26 ,  444 . 6  14 . 7  『長セ ン タ ー 年報』 昭和63年度

O左京第204次 S D 07 - 26 , 446 . 4  1 1 . 2  『長セ ン タ ー 年報』 昭利63年度

左京第226次 S D 09 - 26 , 443 . 7 16 . 8  『府セ ン タ ー概報』 第39冊 199(

左京第252次 S D 50 - 26 , 443 76 16 . 7  『府セ ン タ ー概報』 第43冊 199:

西側溝 左京第176次 S D 33 - 26 , 453 . 9  13 9 『長セ ン タ ー 年報』 昭禾062年度

左京第199次 S D l9 - 26 , 453 . 9 14 . 8  『長セ ン タ ー 年報』 昭和63年度

O左京第204次 S D l4 - 26 , 455 . 5  1 1 . 2  『長セ ン タ ー 年報』 昭相63年度

左京第226次 S D l9 � 2 6 ,  452 . 3 16 . 8  『府セ ン タ ー概報』 第39冊 199(

左京第252次 S D 51 � 26 , 452 . 26 17 . 1  『府セ ン タ ー概報』 第43冊 199]

O 印 は、 第23図 で使用 し た座標値。
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計70枚余 り 出 土 し た こ と 、 索文鏡、 帯金具、 鈴 な ど の銅製品や漆器 の 合子が出土 し た こ と 、 墨

書土器 と 線刻土器が多数出 土 し た こ と 、 祭祀遺物が多量 に 出土 し た こ と な ど が挙 げ ら れ る 。 こ

れ は 本宅地 を 占 有す る 居住者の 階層 を 反映す る も の と し て 注 目 さ れ る 。 文献史料 に よ れ ば左京

六条ー坊 に は従六位上石川朝 臣吉備人が居住 し た こ と が知 ら れ る 。

な お 、 本調査地 の 墨書土器 と 線刻土器 に つ い て は 、 財団法人向 H 市埋蔵文化財セ ン タ ー 清水

み き 氏 よ り 多 く の ご教示 を 得 た 。

注1) 中 尾秀正 「左京第184次調査概要」 『 長 岡 京市報告書』 第20冊 1988年

2 ) 岩崎誠 「左京第17次調査概要」 『 長 岡 京 市報告書』 第 5 冊 1980年

3 ) 岩 崎 誠 「 左 京 第2 3 次調査概 要 」 ・ 「 左 京 第37次調査概 要 」 『 長 岡 京 市報告書』 第14illl

1985年

4 ) 竹井治雄 長 岡 京跡発掘調査研究所調査

5 ) 山 本雄雄 「左京第102次調査概要」 『 長 岡 京市 セ ン タ ー報告書』 第 2 集 1985年

6 ) 山 本輝雄 「左京第204次調査略報」 『 長 岡 京市セ ン タ ー 年報』 昭和63年度 1990年

7 ) 本市セ ン タ ー 今年度調査。 「左京六条ー坊十町の祭祀遣物」 『平成 3 年度速報展展示解説』

8 ) 「古市遺跡群 V 」 『羽 曳野市埋蔵文化財調査概報』 9 1984年

9 ) 高橋美久二他 「長岡 京跡昭和53年度発掘調査概要」 『京都府概報』 1979年

10) 秋 山 浩三 「左京第120次調査概要」 『 向 H 市報告書』 第18集 1989年

11) 山 中 章 「古代都城 の 線刻土器 ・ 記号墨書土器」 『古代文化』 12 VOL . 41 1989年

12) 大平聡 「正倉院文書の 五つ の 「絵」 ー 佐伯 里足 ノ ー ト ー 」 『奈良古代史論集』 第 2 集 真楊社

1991年



第 3章 長 岡 京跡右京第385次 (7AMSI - 11地区） 調査概要

長 岡 京跡右京六条二坊十―町 ・ 開 田遺跡 ――-

1 は じ め に

1 本報告は、 1991年11月14 8 - 1991年12月19 B まで、 長岡京市開 田 四 丁目405 - 4 において

実施した長岡京跡右京六条二坊十一町 ・ 開 田遺跡の発掘調査に関するものである。

2 本調査は、 西二坊々間小路と本調査地の周辺に存在が推定されている長岡京の西市に関す

る資料を得る こ とを主な目的として実施したものである。

3 調査は平成3 年度国庫補助事業として長岡京市教育委員会が主体となり実施した。 現地調

査は財団法人長岡京市埋蔵文化財センタ ー に調査員の派遣を依頼し、 木村泰彦が担当した。

また同調査員中島皆夫が常時こ れを補佐した。

4 調査実施にあたつては、 土地所有者の藤井博ー氏、 および近隣の方々に水道水の供給をは

じめ数々のご援助をいただいた。

5 調査後の図面。遺物整理は、 花村 潔。久保直子をはじめ多くの方々の協力を得た。

6 本報告の執筆および編集は木村。中島が行った。

第24図 発掘調査地位置図(1 /500 0) 

-39一



40 調査経過

2 調 査 経 過

今 回 の調査地は、 阪急 長岡天神駅 の南東約 50Qm の犬 川によって形成された氾濫低 地上に位

罹 している。 周辺地形は東 側 を流 れる犬 川に向かって北西から南東 方向に緩 やかに傾斜 してお

り、 付 近 での標 高は18. 5m を測 る。 当 地周辺は以前 から長岡京の西市の候補地の一 つとして注

目 されており、 長岡京市ではその解明 のために国庫補助事業による調査を行うこととし、 19 90
(I) 

年12月に当 調査地のすぐ 東 側 において右京第364次として調査を実施した。 その結果、 長岡京

期 に関するものとして掘立柱建物、 柵列 、 井戸、 土壊、 溝などが検出されたが、 西市を推定 す

るに足 る資料は得られなかった。 しかしながら中惟 の開 田遺 跡に関する建物 などの遺構や14-

15世 紀の遺物 が検出され、 多 くの成果をあげている。 今回 の調査地は長岡京の西二 坊々間小路

が通 ることから、 西市関係の資料をふ くめたその検出と、 前 回 の調査で検出された中世開 田遺

跡の広がりを確認するH 的で実施した。 調査は対象 地が芋畑 として利用されているためその収

穫 を待って、 東 西nm、 南北l 3m のトレンチを設定、 小型 の重機によって耕 作土を除去 したの

ち以下を人力によって掘り下げた。 その後、 遺構の検出に伴 って拡張を行い、 最終 的な調査面

積 は 2 14面 であった。 調査終了後は再 び重機と人力によって埋 め戻 しを行った。 （木 村泰彦 ）

3 検 出 遺 構

調査区の基 本層 序 は、 耕 作土、 旧耕 作土下に遺構検出面の灰褐色砂礫 土、 黄褐色粘質土があ

る。 しかし、 調査区東辺で黒褐色弱粘質土、 南辺では茶褐色弱粘質土が検出面上に堆積 してい

た。 断 面観察 より、 この堆積 層 が中世 の遺構面と考えられるが、 面的に捉 えることは困難 であっ

た。 検出面以下は、 砂、 砂礫 など氾濫堆積 層 が形成されている。 ここからは遺構、 遺物 とも確

認されていない。 遺構は近世、 中世、 長岡京期以前 のものを検出したが、 それぞれの埋 土は灰

色、 荼褐色、 黒褐色系 に大別 できる。
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1 0  淡茶褐色弱粘質土

（

中世遺構 ）
1 1  茶灰褐色粘質土
1 2  戯褐色砂礫混 じ り 弱粘質土 }

C SK 38 5 1 9 ) 

1 3  暗茶灰色弱粘質土 ( SD 3 8 5 0 2 )
1 4 明茶灰色弱粘質土 ( SD 3 8 5 0 4 )
1 5  黒褐色弱粘質土 と黄褐色粘質土
1 6  黒褐色弱粘質土
1 7  黄褐色粘質土
18 暗灰褐色砂礫混 じ り 土

゜ 3m 

1 9 淡黄褐色礫混 じ り 土
20 明茶褐色砂礫
2 1  黒色マ ン ガ ン土
22 黄灰色砂
23 淡赤褐色砂礫

第25図 調査地北壁土層図 (1 /100) 
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'fc- 27 ,640 Yニ-27, 6 3 5

X=-1 1 !1,!1!15 

X=-120,000 

゜ Sm 

第26図 検出遺構図 ( 1 /100) 
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( 1 )  中世 の遺構

検出した遺構の大半 は、 この時期 に属 すと考えられるが、 出土遺物 などから時期 を推定 し得

るものに限 っ た。 なお、 南北溝S D385 05 は、 近世以 降 の旧耕 作面にかかわるものである。

溝S D 3 8 5 01 (第2 7図） 調査区西半 を南北 ' , _ -

方向に貫 く溝である。 逆 台 形に掘られた溝は、 //入 -, —0- .,- � — - E 

輻 z m弱 、 深 さ0. 45m前後で、 底部は南へ緩 や

かな傾斜 を示す。 堆積 土からは、 瓦 器など14世

紀の遺物に混 じっ て 15世 紀代 のものが出土した。

溝の埋没後、 輻約 I m 、 深 さ約 0. 2m の溝に掘

りなおされて いる。 溝主軸 は、 北で 5 ゜ 西に振 る。

溝S 0 3 8 5 0 3 (第28 図、 図版18 - 1) 調査

区東 において 、 長 さ約 l 7m 分 を検出した南北方

向の溝である。 検出面で幅 0. 6- 1. 3m 、 深 さ0.

3m程 度の規模 をもち、 底部はおおむ ね 北から

南に向かっ て 緩 やかに傾斜 して いる。 溝の断 面

形は一定 でなく、 調査区の北で逆 台 形、 南では

V 字に近 い形状を示す。 溝内 の埋 土は、 粘質土

に近 いものであり、 砂 、 砂礫 は見 られない。 ま

た、 部分 的に検出面の黄褐色粘質土が混 じっ て

いた。 埋 土からは、 土師器、 瓦 器、 須恵器、 白

磁 、 砥 石、 石硯、 鉄釘 など14世 紀前 半 の遺物 が

出土した。 特 に溝の南部では、 土師器皿 、 瓦 器

塊 などが一括廃棄 された状況で出土して いる。

なお、 溝は北で約 100 西に振 る。

溝内 には、 ほ ぼ 3m にわたっ て 、 拳 大から人

頭大の角礫 を集積 した部分 が見 られた。 石材 は、

チャ ー ト 、 砂 岩である。 41個 の石材 のうち、 原

位涸 を保 つのは溝の底部西辺に並ぶ ものだけで、

黄褐色粘質土が混 じる土層 内 の石材 は人為 的な

移動 と考 えられた。 これより、 集石ば溝 の西壁

にあっ た構築物 を人為 的に崩 したものと推定 で

1 濁暗茶灰褐色弱粘質土 4 淡茶灰褐色弱粘質十

2 暗茶褐色弱粘質土 5 濁暗灰褐色砂礫土

3 淡茶褐色弱粘質土

第27図 溝 S D 38501土層図 (1 /40) 

/ Y c - 2 7,6 3 3  

1m 

Xc-120,00 0 

二 -了

。 チ ャ ー ト

砂 岩

Xニ ー1 2 0, 0 0 3

L = 18 .0m 

きる。 しかし、 集石と関連 する遺構は、 一切 検 ° �; : 三［三〗山混し り
1 m  

出されなかっ た。 第28図 溝 S D 38503集石実測図 (1 /40) 
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二

白 色 塊

__j 

―X=-120 ,0 0 6 . 5  

石 他は土師器

淡茶褐色弱粘質土

゜ 20cm 

L = 1 8 . 1  m 

第29図 土器溜 り S X 38507遺物出土状況実測図 ( 1 / 5 )



44 検出遺構

溝 S 0 3 8 5 0 4 溝 S D 38503 と 交錯 し て 検 出 さ れ た 真 南 北 方 向 の 溝で、 溝 S D 38503 に切 ら れ

て い る 。 溝 は 輻約0 . 5m、 深 さ 0 . 2m前後の規模 を も ち 、 南北 と も 調査区域外へ続 く 。 遣物 は 、

土師器皿、 須恵器甕の破片 が出土 し た 。 土師器皿の形態 は溝 S D 38503 出土遺物 と 大差がな く 、

遺構の 時期 も こ れ に 近 い と 考 え ら れ る 。

土器溜 り S X 3 8 5 0 7 (第29図、 図版18 - 2 )  調査 区 の 南西隅付近 で検出 し た 円 形 土堀状 の

土器溜 り 遺構で、 土師器、 瓦器が104個体以上 出 土 し た 。 遺構周 辺 は 、 検出面上 に 荼褐色弱枯

質土 が薄 く 堆積 し て お り 、 同層 の 除去作業 中 に も 土器が多少 出 土 し て い る 。 円形土堀状 を 呈す

る 土器溜 り は 、 検出面 で南北0 . 55m、 東西0 . 48ID、 深 さ 0 . 25 m の 規模 を も つ 。 埋土 は淡荼褐色

弱粘質土 の 単層 で あ り 、 焼土、 炭 な ど の混入 は な か っ た 。 土器は、 土堀の上半 に集中 し て お り 、

一括廃菓 さ れた も の と 考 え ら れ る 。 完形 品 が多 い が接合で き な い 破片 も 多 く 合 ん で い た 。 出 土

土器の 内 訳 は 、 土師器の皿が90個体以上、 椀 2 個体、 瓦器婉12個体で、 い ず れ も 14世紀前半の

特徴 を 持 っ て い る 。 長 さ 10cm程度の砂岩 が 出 土 し た が、 こ れ は廃棄時の 混入 と 考 え ら れ る 。

土器溜 り S X 38507 は 、 土器廃棄用 の 土墟 と 考 え ら れ る 。 墟 内 お よ び周 辺 に焼土 が兄 ら れず、

ま た 、 上下 に離れた破片 が接合す る 出上状況 な ど 、 こ こ で何 ら か の 祭祀が行 わ れ た と す る の は

難 し い 。 但 し 、 大量の 食器 を 使用 し た行為 を 祭祀 に求 め る こ と は 可能 で あ ろ う 。

土堀 S K 3 8 5 0 6 調査区 の 北 中 央部 で検 出 し た 不整形 な 土壊で あ る 。 南北3 . 3m、 東西1 . sm、

深 さ 0 . 2m ほ ど の 規模 を も つ 。 瓦器羽 釜が、 長 岡 京期 の 遺物 と 共 に 出 土 し て い る 。

土壊 S K 3 8 5 1 3  溝 S D 38505の南で検出 し た平面が方形 に近 い 土壊。 長辺o . sm、 短辺0 . 6m 、

深 さ 0 . 6m程度 を 測 る 。 出 土遺物 は、 土師器 片 数点 で あ る 。

土塀 S K 3 8 5 1 4  調査区 の 南西部 よ り 検出 し た 。 直径約 l m 、 深 さ 0 . 5m前後の柱穴状 を 呈 す

る 土墟で、 溝 S D 38501 に切 ら れて い る 。 出 土遺物 に は 、 土師器、 須恵器、 瓦器 な ど が あ る 。

土 堀 S K 3 8 5 1 5 土墟 S K 38514の 南 で検 出 し た 土墟。 溝 S D 3850 1 に切 ら れ て い た た め 、 全

形 は 不 明 だ が、 深 さ 0 . 2m程度 を 測 る 。 埋土 中 よ り 土 師器皿 ・ 椀 、 瓦器塊、 東播系須恵器甕が

出土 し た 。 い ず れ も 14世紀前半の特徴 を 有す る も の で あ る 。

土壊 S K 3 8 5 1 6 土器溜 り S X 38507の 南東で検出 し た 不整形 な 土墟。 南 お よ び東へ続 く と 考

え ら れ る が、 確認す る こ と は で き な か っ た 。 調査区 内 の最大輻 は 1 . sm 、 深 さ は0 . 3m程度 で あ

る 。 遺物 は 、 土 師器皿、 瓦器坑 。 渦、 須恵器甕な ど の破片 が出土 し た 。 こ の う ち 土 師器皿、 瓦

器 婉 は 、 14憔紀代 に属す る も の で あ る 。

土壊 S K 3 8 5 1 7 調査区北辺西で検 出 し た深 さ O . lm 前後の土堀で、 溝 S D 38501 に よ っ て 切

ら れて い る 。 遺物 は 出 土 し て い な い が、 切 り 合 い 関係、 埋土 よ り 中 世期の遺構 と 考 え ら れ る 。

土堀 S K 3 8 5 1 9 調査区北辺の 東 よ り 検 出 し た土墟で、 規模 は 幅1 . 6m 、 深 さ 0 . 3m程度 と 推

定 さ れ る 。 溝 S D 38503 に よ っ て 、 そ の 東半が壊 さ れ て い た 。 遺物 は 土堀底 か ら 鉄刀 一振 り と 、

他 に 瓦器羽釜 ． 渦 が比較的多 く 出土 し た 。 埋土 は茶褐色 を 呈す る 。
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( 2 )  長 岡 京期 の遺構

調査 区 で は 、 長 岡 京期 の 遺物が散見 さ れ た が、 当 該期 の確実 な遺構 は な か っ た 。 最 も 可能性

が高 い も の は、 真南北方 向 を 指 し 、 黒褐色土 の 埋土 を 持つ 溝 S D 38502 で あ る 。

溝 S 0 3 8 5 0 2 (第30図 ） 調査 区 の 中 央部 を 南北 に 貫 く 索掘 り

溝で、 長 さ 約 16 . 5 m に わ た っ て 検 出 し た 。 輻0 . 7m、 深 さ O . lm ほ

ど の 規模 を 持 ち 、 底部 は 北 か ら 南へ緩や か に 傾斜 し て い る 。 遺

物 は 、 土 師器、 須 恵 臨 片 が少 量 出 土 し た 。 他 の 調査地 に お け る

座標値 （付表 5 ) よ り 、 西二坊 々 間小路西側溝 と 考 え ら れ る 。

Y=-27,p3 7.5 

w I E —万三ニ ーL=1
:ニ

L ,,1,, ,,, 1,,,,,,,,1,,,,,,1, ,, ,,,I 

1 濁淡茶灰色弱粘質土

( 3 )  奈良 時代以前 の 遺構 第30図 溝SD38502土層 図 (1/40) 

長 岡 京期 と 同 様 に 、 確実 な 遺構 は 少 な か っ た 。 遣構 の 時期決 定 は 、 土 堀 S K 38510 · S K  

38518 を 除 き 、 遺構埋土、 溝 S D 38502 と の切 り 合い 関係、 遺構の位置 に拠 ら ざ る を え な か っ た 。

土壊 S K 3 8 5 1 0  調査地西辺の 中 央部 で検出 し た土城で、 深 さ O . lm前後 を 測 る 。 堀 内 か ら は 、

奈良時代 の 土師器甕 な ど が出 土 し て い る 。

土 堀 S K 3 8 5 1 8 溝 S D 38501 と 土堀 S K 38517 に切 ら れ た 南北 に 長 い 不整形 の 土墟で、 深 さ

は 南 でO . lm 、 北 で0 . 2m を 測 る 。 堀 内 か ら は 、 奈良時代後期 の土器が比較的 ま と ま っ て 出土 し

て い る 。 土師器の 食器類が大半 を 占 め 、 須恵器 は 坪 A l 点 と 甕の 体部 片 の み で あ る 。

土壊 S K 3 8 5 0 8  土壊 S K 38506 の 西 で検 出 し た 土横で、 土墟 S K 38506、 溝 S D 38502 に切 ら

れ て い る 。 幅 は 1 m前後、 深 さ 約0 . 3m で あ る 。 出 土遺物 は 、 土師器片 1 点 で あ っ た 。

土堀 S K 3 8 5 0 9  土墟 S K 38508 の 南 で検 出 し た不整形 な 土墟。 全形 は 解 ら な い が、 輻 は 1 m

前後、 深 さ 約0 . 3m で あ る 。 溝 S D 38502 に切 ら れて い た 。

土壊 S K 3 8 5 1 1 土横 S K 38506の 南東で検出 し た 。 長辺約 I m、 短辺約0 . 5m 、 深 さ O . lm前

後 の 土堀 で あ る 。 須恵器が出土 し た が、 路面 に あ た る た め奈良時代以前 と 考 え た 。

土 壊 S K 3 8 5 1 2  調査区東辺の 中 央部 で検 出 し た 土堀で、 深 さ 0 . 2m前後 を 測 る 。 遺物 に は 、

長 岡 京期以前の土師器婉 ． 杯 B 蓋 ・ 甕 ・ 古墳時代の須恵器杯蓋 の 小 片 が あ る 。 西二坊々 間小路

の 路面上 に あ た る た め 、 遺構の 時期 は奈良時代 と 考 え ら れ る 。 （ 中 島 皆夫）

付表 5 西二坊 々 間 小路側溝座標表

調査次数 遺構番号
平面直角 座標 （ 第 VI 座標系）

標 高 考
座 標 X 座 標

本 調 禾旦 S D 38502 Y = - 27 , 637 . 7  X = - 120 , 000 . 0 17 9m 西側溝

右 京 1 9 4 次 S D 19402 Y = - 27 , 636 . 1 X = - 119 , 704 . 0 17 . lm 東西側
側

溝溝
(2) 

S D 19404 Y = - 27 , 627 . 4  X = � 119 , 704 . 0  17 . 5m 

右 京 2 0 8 次 S D 20809 Y = - 27 , 637 . 5  X = - 120 , 063 . 0 16 . 3m 西側溝 (3) 
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4 出 土 遺 物

今回 の調査で出土し た遺物 は整理箱 で30箱程 度であり、 その大半 は14世 紀前 半 の土器類で占

められてい る。 他 は溝S D3850 1に伴 う15世 紀の遺物と 土墟 S K 38518の奈良時代後 半 の遺物 が

あり、 土器以外 では石硯 。 砥 石などの石製品 、 釘 。 刀 などの鉄製品 があるが数は少 ない 。

遺構別 では溝S D38503が10箱 と 最 も多 く、 次い で溝S D3850 1が 7箱 、 土器溜りS X 3850 7 

6箱 、 土堀 S K 38519が2 箱 、 その他 の遺構と なる。 現在 整理段階 にあるためすべ てを報告で

きない が、 ある程 度整理できたものあるい は図示し 得たものについ て時期別 ・遺構別 に述べ て

い く。 なお、 周辺におい ては今後 も調査を継続 し て行く予定 であるので、 今回 報告できなかっ

たものについ ては、 それらと 合わせ機会を改 めて報告すること と し たい 。

( 1 )  中世 の遺物

溝S D 3 8 5 01出 土遺物 15世 紀後 半 代の遺物 が出土し ており、 前述 のごと く整理箱 に 7箱 の

出土鼠 がある。 し かし ながら、 その大半 は14憔 紀前 半 と 奈良時代後 半 ～ 長岡京期 の混入し た遺

物 で占 められており、 遺構の時期 を示す遺物自 体 は多 い ものではない 。 現在 確認し てい るもの

と し ては、 土師器皿 、 瓦 器火鉢 ・風炉 、 常滑焼甕 、 備前焼鉢 、 信楽焼鉢 、 青磁碗 、 白磁碗 、 石

硯などがある。

溝S 0 3 8 5 0 3 出 土遣物 （第31図ー 1- 22 、 図版19- 2 )  今回 の調査区内 で最 も多 くの遺物

が出土した 。 遺物 は特 に南側 に集中し ており、 また比較 的遺存 状態 の良好 なものが多 い 。 瓦 器

婉 などの特徴 から14世 紀前 半 に比定 できるものである。 土師器Jll1 。 婉 、 瓦 器婉 ・羽釜• 塙 、 東

播系 須恵器鉢 •甕 、 砥 石、 石硯、 鉄釘 などが確認されてい る。

土師器皿 には口径 7. 5cm前後 、 器高1. 5cm前後 の皿 I (1- 4 )と 、 口径 10cm前後 、 器高2 cm 

前後 の皿 II (5- 9 )の2 種類がある。 皿 I では器高0. 9cm と 浅 い もの(2 )も見られる。 3 に

は内 面にハケメ が施されており、 図示し てい ない が皿 II の小片 でもハケメ を有 するものが 1点

ある。 また灯火 器と し て使用された痕をもつものが、 皿 I · II と もに確認される。 なお今回 の

調査では、 いわゆ る「ヘ ソ 皿 」は確認されてい ない 。

土師器婉 (10- 12 )は口径llcm前後 、 器高3. 8cm前後を測 る。 内 面と 口緑部内外 面をナ デ仕

上げし 、 他 は不 調 整である。 日緑端部は二段ナ デ し ており内湾気味 に丸 く収 める。 胎 土は赤色

斑粒 を含む緻密 なもので、 いわゆ る白色婉 の形態 を模 し たものかと 思われる。
(4) 

瓦 器塊 (13· 14 )は終末 期 の特徴 をもつもので、 橋本久 和 氏の編年ではII b 4 期 にあたる。

日径 12cm前後、 器高4cm前後 を測 り、 いずれも粘 土紐 をすり付 けた形骸 化 し た高台 を有 する。

断 面がかろ うじて三角 形を呈 するのものと ほ と んどナ デ のみ のもの(13· 14 )がある。 ヘ ラ ミ

ガ キ は外 面には見られず、 内 面に粗 い 圏 線状、 見込み には鋸歯 状のものを施し てい る。 14はす

り付 けた高台 が見 られるが、 形態 ・法量 から新し い 要素 をもつと 見られるものである。
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溝 S D 38503 · 土壊 S K38519 出土遺物実測図 ( 1 / 4 )  

溝 S D 38503 ( 1  - 22) 土渡 S K38519 (23 )  
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第32図 土器溜 り S X 38507出土遺物実測図 ( 1 / 4 )  

(5) 

白磁皿 (15) は 高 台 の み の破片で、 日 緑端部 が 口 禿 に な っ た大 き く 外反す る も の と 見 ら れ る 。

高 台 は 削 り 出 し で基本的 に 釉 は施 さ れて い な い 。 見込み に は 凹線 を 廻 ら せ る 。

瓦器塙 (16 · 17) は 受 口 状 を 呈す る 口 緑部 を も ち 、 外面黒色化 し 内面 は索地の ま ま で あ る 。

底部 は 平滑 で あ る が1本部外面 に は 大 き く 圧痕 を 残 し て い る 。 ま た外面 に は厚 く 煤が付着す る 。

日 径17 . 8cm、 器高8 . 9cmの 小 型 の も の (16) と 口 径24 . 4cm、 器高12cm の も の (17) が あ る 。

瓦器羽 釜 (18 · 19) は 3 種類が確認 さ れ る 。 18 は 断面 台 形 の 鍔 を 持 ち 、 日 緑部 は 内 傾す る も

の で、 口 径13 . 7cm を 測 る 。 外面 の み黒色化 し 、 内 面 は 素地 の ま ま で あ る 。 1 9 は 口 径28cm を 測 る

大型 品 で 日 緑部 は 直立 し 、 2 条の 凹 線 を も つ 。 内面 は横方 向 の ハ ケ メ を 施 し 、 黒色化 さ れて い

な い 。 鍔 は 輻約2 . 5cmで、 鍔 よ り 下 に は煤が付着す る 。 他 に 三足羽釜の破片 が 1 点 あ る 。

須恵器鉢 (20) は い わ ゆ る 東播系 の も の で、 日 径31 . 6cm を 測 る 。 内 面 は著 し く 摩減 し て お り 、

長期 間 の 使用 が看取 さ れ る 。 図 示 し た 他 に 糸切 り 痕 を も つ 底部 片 が あ る 。

石硯 (21 · 22) 2 種類の硯が重 な っ て 出土 し た 。 2 1 は 台形硯 で硯頭幅6 . 3cm、 硯尻6 . 8cm、 長

さ 14cm、 高 さ 2 . 15cm を 測 る 。 中 央部 は使用 に よ る 大 き な 凹 み が あ り 、 緑帯 は 欠失が 目 立つ 。 側

面 は わ ず か に 傾斜 し て お り 、 底部 は 平坦で あ る 。 陸部 に は深い傷が見 ら れ、 砥石 に利 用 さ れ た
(6) 

と 見 ら れ る 。 水野和雄氏 の分類 に よ る 台 形硯 I A c に あ た る 。 22 は 四 隅 を 入角 に し た い わ ゆ る

四 葉硯 で 、 側面 が傾斜 し 底 部 が平坦 な も の で あ る 。 水 野氏 の 楕 円 硯 II A C に あ た る 。 最大 幅

9 . 8cm、 長 さ 13 . 6cmで、 緑帯 は徐 々 に 傾斜 し て お り 、 硯尻で高 さ 2 . 2cm、 硯頭で1 . 7cm を 測 る 。
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第33図 土壊 S K38518出土遺物実測図(1 / 4 )  

土堀S K 3 8 506出土遣物 羽釜の小片が 1 点出土している以外は 8 世紀後半 ～ 長岡京期の遺

物が混入しており、 須恵器の坪 B ・ 甕、 土師器の小片、 丸瓦片がある。 この遺構は長岡京期の

条坊側溝と見られる溝S D 38502を切 っ ており、 その遺物が一部含まれる可能性がある。

土器溜りS X 38 507出土遣物（第32図 ー 24-52、 図版20) 出土した遺物はすべて供膳形態

であり、 瓦器婉、 土師器皿 ・ 婉 で 占 められる。 土器の特徴は溝S D 38503と同様であるが、 器

種が限定される点と、 いわゆる白色婉を含む点が晃なる。 検出遺構でも述べたごとく、 ほぼ完

形に復元できたもの以外にも接合できない破片を多く含むが、 口縁部が 1 / 2 以上残存するも

ので、 瓦器 椀12個体、 土師器皿 I 48個体以上、 皿 II 42個体以上、 婉 2 個体 を 確認してい る。

土師器皿 (24-41) 溝S D 38503と同様に口径7 . 5cm前後、 器高1 . 5cm前後の皿 I (24 -33) 

と、 日径10cm前後、 器高 2cm前後の皿 II (34-41) の 2 種類がある。 皿II には緩やかに内湾す

るもの (34-37) と、 口縁部の ヨ コナデがきつく外反気味のもの (38 -41) がある。 皿 I にも

同様のことが言えるようであるが、 同一個体でも両者の特徴を有するもの も あり、 大 ま かな傾

向として捉えておきたい。 なお前述のごとく皿 I · II 合わせて90個 体以上あるが、 溝S D

38 503出土遺物とは異なり灯火器として使用されたものは見られない。

土師器婉 (42·43) 2 個体のうち42はいわ ゆ る 白 色 塊で、 日径11 . 5cm、 器高2 . 9cmを測る。

内面および口縁端部を ヨ コナデするが、 内外面ともに剥離が多く、 調整は不明な点が多い。 破

片も含め白 色婉はこれだけである。 43は日径11 . 4cm、 器高3 . 5cmのもので溝S D 38503出土のも

のと同一である。 ただし口緑部の二段ナデは顕著ではない。 これも 1 個体のみである。

瓦器婉 (44-52) は口径12cm前後、 器高 4cm前後を測り、 内面に粗い園 線状、 見込みには鋸

歯状のヘラ ミ ガ キ を施している。 高台 は粘土をすり付けただけの形骸化したもので、 断面三角

形を呈するもの (45 -48·52) と、 ほとんどナデのみのもの (44·49-51) が見られる。 また

溝S D 38503でも確認された、 日径10cm、 器高3 . 5cmの小型品(48)も 1 点出土している。

土堀S K 38 5 1 9出土遺物（第31図 ー 23、 図版19- 1 )  図示した鉄刀(23)のほかに瓦器の羽

釜 • 塙が多く出土しているのが特徴である。 鉄刀は土城の底部付近で検出されたもので、 切 っ

先を欠失する。 現存する長さ32 . 1cm、 幅3 . 0cmを測る。
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( 2 )  長 岡 京期 の遺物

溝 5 D 3 8 5 0 2 出 土遺物 検 出遺構で も 述べ た ご と く 、 須 恵 器 の 体部 片 と 土 師器の 小 片 し か 出

土 し て い な い が、 座標値か ら 長 岡 京期 と 推定 し た も の で あ る 。 た だ し 土 堀 S K 38506 出 土 の 須

恵 器坪 B な ど が 当 遺構 の も の で あ る 可能性があ る こ と は 前述 し た 。 ま た 溝 S D 38501 か ら 比較

的 多 く の 長 岡京期の遺物が出土 し て お り 、 付近 に 当 該期の遺構の存在が推定 さ れ る 。

( 3 )  奈良時代の遺物

土 壊 S K 3 8 5 1 8 出 土遺物 （第33図 ー 53 - 58) 土 師器 の 杯 。 皿 ・ 椀 ・ 甕、 須 恵器 の 坪 A ・ 甕

な ど が 出土 し て い る が数 は 少 な い 。 特 に須恵器 は 図 示 し た 坪 A (53) 以外 は 甕体部 片 が 2 - 3 点

あ る の み で土師器が ほ と ん ど で あ る 。 土 師器の特徴 な ど か ら 平城 宮 V期 に あ た る も の で あ る 。

甕 (54) は 内面 を 縦方 向 に ヘ ラ ケ ズ リ す る 乙訓 で は珍 し い タ イ プで、 他 に も う 1 個体 あ る 。 坪 に

は 日 径16 . 6cm、 器高3 . 5cm、 口 緑部 ヨ コ ナ デで底部 は 不調整の 杯 A (55) と 、 口 径14cmの 坪 C (56) 

が あ る 。 55 は底部 内面 に ら せ ん状暗文 を 施 す 。 婉A の う ち 57は金属器の形態 を 良 く 残 す が表面

は剥離の た め調整 は看取で き な い 。 58 は外面全体 を ヘ ラ ケ ズ リ す る も の で あ る 。 （木村泰彦）

5 ま と め

本調査で は ほ ぼ 当 初 の 目 的 ど お り 長 岡 京 と 中世開 田遺跡 に 関 す る 資料 を 得 る こ と がで き た 。

長 岡 京期 で は西二坊 々 間小路の西側溝 を 検 出 し て い る 。 残念な が ら 遺物が少 な く 、 西市 に 直

接結びつ く 資料 は 得 ら れな か っ た が、 条坊の施行が 当 地 に 及 ん で い る こ と が明確 と な り 、 ま た

他の遺構 よ り 出土 し た遺物か ら 、 小路西側の右京六条二坊十―町域 に も 遺構の存在が推定 さ れた 。

中 世開 田 遺跡 の う ち 14世紀前半 の 遺構 は溝 。 土堀が 中 心 で、 東側 で行 っ た右京第364次調査

で多 く の ビ ッ ト が検 出 さ れ た の と は様相 を 異 に す る 。 こ の こ と は建物群が こ れ以上西側 に広が

ら ず 、 溝 S D 38503 は集落の 西側 を 限 る 溝 あ る い は 道路の 側溝 と 推定 さ れ る 。 1 5世紀代 に な る

と さ ら に 西 に溝 S D 38501が造 ら れ る が、 集落の何 ら か の 変化 を 示す も の で あ ろ う か 。 中 世開

田 遺跡 は 14憔紀前半 を 中 心 と す る 時期 と 15世紀後半 か ら 16世紀前半 に か け て の 2 時期 の ま と ま
(7) 

り が指摘 さ れて お り 、 今 回 の 成果 は集落の 変遷 を 知 る 重要 な 手 がか り と い え よ う 。 （木村泰彦）

注 1 ) 中 島皆夫 「右京第364次調査概要」 『長岡京市報告書』 第27冊 1991年

2 ) 黒坪一樹 「長 岡 京跡右京第194次調査概要」 『京都府セ ン タ ー概報』 第19冊 1986年

3 ) 小 田 桐 淳 「右京第208次調査概報」 『長岡京市セ ン タ ー 年報］ 昭和60年度 1987年

4 ) 橋本久和 「大阪北 部 の 古代後期 ・ 中 世土器様相 」 『高槻市文化財年報』 昭和63 · 平成元年度

1991年

5 ) 原 秀樹 「右京第222次調査概報」 『長岡京市セ ン タ ー年報』 昭和60年度 1987年

6 ) 水野和雄 「 日 本石硯考 ー 出土 品 を 中 心 と し て ー 」 『考古学雑誌』 第70巻第 4 号 1985年

7 ) 原 秀樹 「鎌倉 · 室町 ・ 桃山時代」 『長岡 京市史』 資料編ー 1991年
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